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いみずの人なかま
すくすくいみずKids
いみずの偉人たち

櫛田分団が2連覇
－第3回射水市消防団消防操法大会－

　6月15日、第3回射水市消防団消
防操法大会が射水市消防グラウンド
で行われ、市内25分団150人が出
場し、消防ポンプの機器操作の正確
さ、タイムを競いました。消防団員
が全国的に減少する中で、地域の防
災のために日々訓練した成果を見せ
る隊員に会場から暖かい拍手が送ら
れていました。
　また、5月27日（火）に県下消防救
助技術大会が開催され、引揚救助 1
位（射水消防署） ロープブリッジ
救出　2位（射水消防署Ｂ）の好成
績をあげ、7月29日（火）に開催され
る東近畿支部救助技術大会へ出場す
ることとなりました。
第3回射水市消防団操法大会結果
　1位　櫛田分団
　2位　浅井分団
　3位　作道分団
　4位　橋下条分団
　5位　黒河分団

表紙の写真

20

医療機関名 住　　　所 電話番号 医療機関名 住　　　所 電話番号
麻生内科放射線科医院 中新湊20－2 82－3710 北林クリニック 戸破1704－1 57－0008
池田医院 堀岡明神新53 86－1234 木田小児科医院 東太閤山3－87 57－1525
池田診療所 新片町2－4－8 86－1241 佐野内科クリニック 黒河新4808 57－0811
射水市民病院 朴木20 82－8100 渋谷クリニック 戸破3860－1 55－0025
梅崎クリニック 海老江1242－1 86－8420 摂津小児科医院 中太閤山4－41 56－5775
尾島外科胃腸科医院 桜町16－18 84－8552 高橋医院 黒河2680－1 56－0346
菓子井内科医院 本町3－6－2 82－2032 たかはし内科医院 三ケ1028 55－5522
木戸クリニック 朴木244 82－7300 高畠小児科クリニック 戸破2596－1 55－8117
越野医院 立町2－41 82－2855 富川クリニック 南太閤山3－1－15 56－7373
渋谷内科医院 殿村137 82－5328 松本医院 三ケ3268 55－0057
武片口医院 片口147－3 86－8255 山田医院 三ケ835 55－3322
長徳寺クリニック 本町2－11－24 84－7171 真生会富山病院 下若89－10 52－5515
中新湊内科クリニック 中新湊7－19 82－2000 藤田クリニック 二口458－15 52－3515
羽岡内科医院 本町2－5－20 84－8200 道振整形外科医院 二口446－1 52－5699
姫野医院 放生津町15－4 84－0055 渡辺内科クリニック 二口456－1 52－6030
古野医院 八幡町1－21－14 82－3964 浅山外科胃腸科医院 八塚478－2 52－3553
万葉クリニック 七美880－1 86－8787 大島くるみ病院 大島北野48 52－2580
皆川医院 海老江232 86－0010 島崎内科医院 小島902 52－0173
矢野神経内科医院 本町1－13－1 82－5150 とよた小児科クリニック 小島730－2 52－0288
おおがくクリニック 中太閤山15－2－7 56－4000 下村はぎ診療所 加茂西部63－1 59－2305
海木クリニック 中太閤山1－1－1 56－7366

健
康
診
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い

〜
病
気
の
早
期
発
見
・
治
療
か
ら

予
防
・
改
善
へ
〜

射水市国民健康保険および後期高齢者医療に加入の方へ
●受診券はお手元に届いていますか？
　問診票を記入してから、下記の医療機関で受診してください。
●受診する時は、「受診券」「保険証」「問診票」をお持ちください。
＊１年以上入院されている方や、高齢者で施設入所の方には受診券を送付しません。
＊国保の人間ドックを受けられる方は、全健診項目が含まれているので、別途受診され
る必要はありません。

平
成
20
年
度

　

長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
の
開
始
に
伴
い
、
国
民

健
康
保
険
税
の
算
定
方
法
が
平
成
20
年
度
か
ら
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
は
医
療
分
と
介
護
分
（
40
〜
64
歳
の
方
）
と
を
合
わ
せ
て
算
定
し
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
20
年
度
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
医
療
分
の
う
ち
後

期
高
齢
者
医
療
を
支
え
る
支
援
金
分
を
分
離
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
平
成
20
年
度
か
ら
は
、
資
産
に
応
じ
て
算
定
し
て
い
ま
し
た

「
資
産
割
額
」を
廃
止
し
ま
す
。
ま
た
、こ
れ
ま
で
各
地
域
に
よ
り
異
な
っ

て
い
た
税
率
を
統
一
し
ま
す
（
均
一
課
税
）。
な
お
、
納
付
書
は
７
月

中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

※「特別徴収」の納期などの詳細については、次ページをご覧ください。

国
民
健
康
保
険
税
の
特
別
徴
収

（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
が

始
ま
り
ま
す
。

　第１期から第３期までは「普通徴
収」（従来の口座振替や納付書によ
る納付方法）により納めていただ
き、第４期から第６期までは「特別
徴収」（年金からの天引き）となり
ます。（12か月分を６回で納めてい
ただきます）

※特別徴収（年金からの天引き）は全種類の公的年金が対象です。

　平成21年度以降は、前年度の第６期（２月）と同額を第１期（４月）、第２期（６月）、第３期（８月）に仮
徴収します。そして７月に当年度の税額（年税額）を確定した後に仮徴収額を差し引いた残りの額を第４期（10
月）、第５期（12月）、第６期（２月）で徴収（本徴収）します。

徴収の区分 普　通　徴　収 特　別　徴　収（本徴収）

納　　期

第１期 第２期 第３期 第４期 第５期 第６期
H20
7/31 9/1 9/30 10月の

年金から
天引き

12月の
年金から
天引き

H21
２月の
年金から
天引き

平成21年度以降の納付方法

平成20年度の納付方法

平成20年
10月から

特定健康診査
（40歳～74歳の方）

後期高齢者の健康診査
（75歳以上の方）

生活機能評価検査
（65歳以上の方）

1国民
健
康
保
険
税
の

算
定
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

納　　期

平成20年度 税率の内訳

徴収の区分 普　通　徴　収

納　　期
第１期 第２期 第３期 第４期 第５期 第６期 第７期 第８期
H20
7/31 9/1 9/30 10/31 12/1 12/25

H21
2/2 3/2

国
民
健
康
保
険
税
の

お
知
ら
せ

平成19年度
平成20年度

区　　　分 税　率 賦課限度額

医　療　分

医　療　分

所得割額 6.8％

47万円
資産割額 廃止

均等割額 24,000円

平等割額 24,000円

支援金分

所得割額 1.9％

12万円
資産割額 廃止

均等割額 5,000円

平等割額 5,000円

介　護　分
（40～64歳）

介　護　分
（40～64歳）

所得割額 1.2％

9万円
資産割額 廃止

均等割額 5,300円
平等割額 6,000円

受診期間は7～10月です。
早めに受診しましょう。

平成20年度の「普通徴収」（口座振替や納付書による納付方法）の納期
については次のとおりです。

　国民健康保険以外の社会保険等の方は、保険証を発行している医療保険者が発行した
「受診券」と「保険証」を持って、上記の医療機関で受診します。

　
「
特
別
徴
収
」（
年
金
か
ら
の
天

引
き
）に
な
る
場
合
に
つ
い
て
は
、

「
普
通
徴
収
」（
従
来
の
口
座
振
替

や
納
付
書
に
よ
る
納
付
方
法
）
と

納
付
回
数
が
変
わ
り
ま
す
が
、
１

年
間
に
納
め
る
税
額
（
年
税
額
）

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

特
別
徴
収
と
な
る
方

　

世
帯
主
が
国
保
の
加
入
者
で
あ
る
方

の
う
ち
、
左
記
の
要
件
を
全
て
満
た
す

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
世
帯
主
が
65
歳
か
ら
74
歳
で
あ
る
。

・
国
保
加
入
者
が
全
員
65
歳
か
ら
74
歳

で
あ
る
。

・
年
金
給
付
額
が
年
額
18
万
円
以
上
で

あ
る
。

・
介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収
対
象
者
で

あ
る
。

・
介
護
保
険
料
と
国
民
健
康
保
険
税

を
合
算
し
た
額
が
、
年
金
給
付
額
の

２
分
の
1
に
相
当
す
る
額
を
超
え
な

い
。

高速道路救急・救助訓練が行われます
日　時　７月15日（火）14：00～
場　所　射水市黒河地内
　　　「県民公園　太閤山ランド内

イベント広場」
実施機関　高速道路富山県消防連絡協議会
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減額認定証、限度額適用認定証、高齢受給者証が

8月1日から 新しくなります。
限度額適用・標準負担額減額認定証 （70歳以上の方）

　市民税非課税世帯（※1）を対象に、入院時の医療費の自己負担限度額や
食事代が減額される「限度額適用・標準負担額減額認定証」を交付します。

減額認定後の入院時一部負担金の限度額及び食事代

一　般
（1割（平成21年4月
から2割）負担）

低所得Ⅱ（※2）
低所得Ⅰ
（※3）90日まで

の入院
過去12か月に
90日を越える入院

入院時の食事代
（1食あたり）

（　）は療養病床入院時
260円（460円（※4）） 210円（210円） 160円（210円） 100円（130円）

入院時の自己負担限度額
（月額）

44,400円
平成21年4月から

62,100円
多数該当 44,400円

24,600円 15,000円

※1　世帯主と国保加入者の方が全員非課税となっている世帯です。
※2　市民税非課税世帯で、低所得Ⅰ以外の方
※3　世帯全員が市民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除（年金の所得は控除額を80万円として計
算）を差し引いたときに０円となる方

※4　一部医療機関では、420円となる場合があります。また、療養病床に入院した場合、居住費（1日あたり
320円)も支払うことになります。

限度額適用認定証 （70歳未満の方）

　入院したときの医療機関の窓口での支払いは、「限度額適用認定証」を医療機関に提示することで、
自己負担限度額までとなります。ただし、国民健康保険税に滞納がある場合は交付できません。

1か月の自己負担限度額

区分 3回目まで 4回目以降

Ａ 上位所得者（※5） 150,000円＋（医療費－500,000円）×１％ 83,400円

Ｂ 一般 80,100円＋（医療費－267,000円）×１％ 44,400円

Ｃ（※6） 市民税非課税世帯 35,400円 24,600円

※5　国民健康保険税の算定基礎となる基礎控除後の総所得金額が600万円を越える世帯。
※6　区分Ｃの場合は、「限度額適用・標準負担額減額認定証」となり、入院時の食事代も減額されます。

　「限度額適用・標準負担額減額認定証」、「限度額適用認定証」とも申請が必要となります。
各地区行政センター市民サービス課、または、市民・保険課（大島庁舎２階）で手続きをして
ください。申請した月の初日から適用になります。

射水市国民健康保険高齢受給者証 （70歳以上の方）

　現在の国民健康保険高齢受給者証の有効期限は平成20年７月31日となっています。新しい
高齢受給者証は、平成19年中の所得に基づき自己負担割合（２割または３割）を決定し、７月
末に郵送します。また、２割負担と判定された方は平成21年３月までは１割負担となります。

問合せ先　市民・保険課（大島庁舎２階）☎ 52－7965

限度額適用・標準負担額減額認定証（黄色のカード）の更新時期です
　市民税非課税世帯（同一世帯のすべての方が市民税非課税の世帯）を対象に、
入院時の医療費の自己負担限度額や食事代が減額される「限度額適用・標準負
担額減額認定証」を交付します。

　「限度額適用・標準負担額減額認定証」の交付には、申請が必要となります。
各地区行政センター市民サービス課、または、市民・保険課（大島庁舎２階）
で手続きをしてください。申請した月の初日から適用になります。

自己負担割合が変更になる方のみ、
後期高齢者医療被保険者証が送付されます

　自己負担割合は、同一世帯の後期高齢者の方
の平成19年中の所得に基づき決定します。割
合が変更になる方には、７月末に新しい保険証
が送付されますので、古い保険証は必ず返却し
てください。なお、自己負担割合の変更がない
方は、現在お持ちの保険証を引き続きお使いく
ださい。

後期高齢者医療保険料の決定通知が
送付されます

　平成20年度の後期高齢者医療保険料の通知
書が発送となります。年金天引きの対象となっ
ていない方につきましては、納付書が送付され
ますので、お近くの金融機関で納付してください。
（口座振替での納付が便利です。希望される方
は口座振替依頼書を金融機関へ提出してくださ
い。）

問合せ先　富山県後期高齢者医療広域連合
　　　　　　　資格に関すること　　☎ 076－465－7502
　　　　　　　保険料に関すること　☎ 076－465－7503
　　　　　市民・保険課（大島庁舎２階）　☎ 52－7965

政府管掌保険・健康保険組合・共済組合の被扶養者であった皆様へ

社会保険・共済組合の被扶養者の特別措置について

　政府管掌保険・健康保険組合・共済組合（国民健康保険以外）の
被扶養者であった方も、新たに保険料をお支払いいただきます。ただ
し、制度加入から２年間は保険料を半額とします。
　また、特別措置として、平成20年４月から９月までは保険料の負担
はなく、10月から翌年３月までの保険料は2,000円となります。

（
拡
大
）

⑧年間保険料が、2,000円
となっているかご確認ください。

　万が一、2,000円となっていない場合は、富山県後期高齢者医
療広域連合（☎ 076－465－7503）または市民・保険課へお問
い合わせください。

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）からのお知らせ

※　減額認定後の入院時一部負担金の限度額及び食事代は、国保の「限度
額適用・標準負担額減額認定証」適用時の負担額と同じです。

⑧年間保険料
⑤－⑥－⑦ 2,000円

保険料の通知が届きましたらご確認ください。

ご注意
ください

　4月1日から後期高齢者医療制度がスタートしたところです
が、4月2日に厚生労働省から通知があり、この制度を身近
で親しみやすい「通称」として「長寿医療制度」と呼ぶこと
になりました。広報では「長寿医療制度（後期高齢者医療制
度）」と記載します。
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平成20年度の介護保険料

　

市
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
、「
と
や
ま
Ｐ
Ｅ
Ｔ
画
像
診
断
セ
ン
タ
ー
」
で
、
健
康
診
査
を
目
的
と

し
て
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
検
査
を
受
け
ら
れ
た
方
に
、
検
査
料
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
者　

射
水
市
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、
平
成
20
年
4
月
1
日
以
降
、
と
や
ま
Ｐ
Ｅ
Ｔ
画
像
診
断

セ
ン
タ
ー
で
、
健
康
診
断
を
目
的
と
し
て
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
検
査
を
受
け
ら
れ
る
方
ま
た
は

受
け
ら
れ
た
方
（
保
険
診
療
を
除
く
。）

●
助
成
内
容　

検
査
料
の
う
ち
７
９
、５
０
０
円
を
超
え
た
額
。（
１
０
、０
０
０
円
）

※
と
や
ま
Ｐ
Ｅ
Ｔ
画
像
診
断
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
検
査
料
８
９
、５
０
０
円（
税
込
）

●
助
成
の
手
順

①
健
康
推
進
課
ま
た
は
保
健
セ
ン
タ
ー
に
助
成
を
申
請
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

←

②
対
象
者
に
助
成
金
交
付
通
知
書
が
交
付
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

←

③
と
や
ま
Ｐ
Ｅ
Ｔ
画
像
診
断
セ
ン
タ
ー
に
検
査
を
予
約
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

←

④
検
査
当
日
、
助
成
金
交
付
通
知
書
を
提
示
し
、
検
査
を
受
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

←

⑤
助
成
額
を
差
し
引
い
た
検
査
料
７
９
、５
０
０
円
を
支
払
う
。

※
助
成
額
は
、
市
か
ら
、
同
セ
ン
タ
ー
に
支
払
わ
れ
ま
す
。（
た
だ
し
、
す

で
に
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
の
間
に
受
診
さ
れ
た
方
に
は
、

直
接
、
助
成
額
を
交
付
し
ま
す
。）

申
請
・
問
合
せ
先　

健
康
推
進
課
（
☎
82
│
１
９
５
４
）、
各
保
健
セ
ン
タ
ー

○
保
険
料
が
軽
減
対
象
と
な
る
方
は

　

平
成
17
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
市
民
税
非
課
税
者
か
ら
課
税
者
と
な
り
、
介
護
保

険
料
の
所
得
段
階
が
上
が
っ
た
方
（
平
成
17
年
１
月
１
日
現
在
に
お
い
て
年
齢
65
歳
以

上
（
昭
和
15
年
１
月
２
日
以
前
生
））
に
対
し
て
は
、
保
険
料
負
担
の
急
増
を
避
け
る

た
め
、
平
成
18
年
度
・
平
成
19
年
に
引
き
続
き
平
成
20
年
度
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先　

長
寿
介
護
課
（
新
湊
庁
舎
）　

☎
82―

１
９
５
２

保険料の区分 保険料 保険料が軽減対象となる方 軽減後の保険料

第１段階
・生活保護被保護者の方
・老齢福祉年金受給者で世帯全
員が市民税非課税の方

22,000円

第２段階
・世帯全員が市民税非課税の方
で、本人の年金収入＋他の所
得金額が80万円以下の方

22,000円

第３段階 ・世帯全員が市民税非課税の方
で、第２段階に該当しない方 38,500円

第４段階
・世帯の誰かに市民税が課税さ
れているが、本人は市民税非
課税の方

54,900円
第１・２段階から上がった方 44,000円

第３段階から上がった方 50,000円

第５段階
・本人が市民税課税で、前年の
合計所得金額が200万円未満
の方

68,700円
第１・２段階から上がった方 54,900円
第３段階から上がった方 60,400円
第４段階から上がった方 65,900円

第６段階
・本人が市民税課税で、前年の
合計所得金額が200万円以上
300万円未満の方

82,400円

第７段階
・本人が市民税課税で、前年の
合計所得金額が300万円以上
の方

98,900円

介護保険料の納付は口座振替が便利です
手続は、印鑑（通帳の届出印）・保険料の納付書・預貯金通帳等を持って市町村指定の金融機関へ

ＰＥＴ／ＣＴ検査に助成します。

Ｐ
Ｅ
Ｔ
と
は

　

Ｐ
Ｅ
Ｔ
（
ペ
ッ
ト
）
は
、
が
ん
の
検
査
方
法
の
一
つ
で
、
放
射
性

薬
剤
を
体
内
に
入
れ
、
各
臓
器
の
細
胞
へ
の
吸
収
状
況
を
カ
メ
ラ
で

撮
影
す
る
も
の
で
す
。
が
ん
細
胞
は
正
常
な
細
胞
と
比
べ
こ
の
薬
剤

を
多
く
吸
収
す
る
の
で
、
が
ん
が
発
見
さ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

【
と
や
ま
Ｐ
Ｅ
Ｔ
画
像
診
断
セ
ン
タ
ー
】

　

県
内
の
医
療
機
関
が
、
が
ん
の
診
療
や
健
康
診
断
に
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ

Ｔ
検
査
を
共
同
利
用
し
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
県
や
各
市
町

村
、
県
内
企
業
が
共
同
出
資
し
て
整
備
し
た
専
門
施
設
で
す
。

　

〒
９
３
９
│
８
２
２
２　

富
山
市
蜷
川
３
８
８
番
地

　

☎
０
７
６
│
４
１
１
│
５
２
０
０　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
６
│
４
２
９
│
７
３
２
６

●全身を一度に撮影できます。
●痛みや苦痛の少ない検査です。
●がんの早期発見に有用です。
●着衣のままで受診できます。

ＰＥＴ／ＣＴ検査による健康診断の特徴

射
水
市
の
魅
力
を 
歌 
に
し
よ
う
！

　

射
水
市
に
は
、
食
や
水
資
源
、
お
祭
り

な
ど
の
他
地
域
に
誇
れ
る
資
源
＝
射
水
ブ

ラ
ン
ド
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
射
水
ブ
ラ
ン
ド
を
活
用
し
、

射
水
ブ
ラ
ン
ド
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
を
つ

く
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ

の
歌
詞
と
な
る
射
水
に
ま
つ
わ
る
言
葉
や

簡
単
な
フ
レ
ー
ズ
を
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

募
集
し
ま
す
。

　
「
イ
ミ
ズ
ム
ズ
ム
ズ
♪
」
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
皆
さ
ん
か
ら
応

募
い
た
だ
い
た
フ
レ
ー
ズ
を
活
用
し
、
ラ
ジ
オ
な
ど
で
活
躍
し
て
い

る
、シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
伊
藤
敏
博
さ
ん
が
歌
に
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
思
い
描
く
射
水
市
の
魅
力
を
歌
に
込
め
、
一
緒
に
歌
い

ま
し
ょ
う
！

応
募
方
法

　

あ
な
た
が
思
い
描
く
射
水
市
の
魅
力
を
記
入
の
上
、
は
が
き
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、E-m

ail

で
応
募
く
だ
さ
い
。
応
募
者
の
中
か
ら
抽
選
で

イ
ミ
ズ
ム
ズ
ム
ズ
グ
ッ
ズ
を
差
し
上
げ
ま
す
。

応
募
締
切　

７
月
22
日
㈫

応
募
・
問
合
せ
先　

㈱
エ
フ
エ
ム
い
み
ず

　

〒
９
３
９
│
０
３
６
３　

射
水
市
中
太
閤
山
１
│
１
│
１

　

太
閤
山
パ
ス
コ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
パ
ス
コ
」
２
Ｆ

　

☎
56
│
０
７
９
３　

Ｆ
Ａ
Ｘ
56
│
９
９
２
２

　

E-m
ail   info@

fm
im
izu.jp

    

観
光
・
ブ
ラ
ン
ド
課
（
新
湊
庁
舎
）
☎
82
│
１
９
６
６

空 い て い る 家 屋 や 土 地 は あ り ま せ ん か ？

射水市 空き家情報バンク

空き家情報バンクは　http://imizu-mzmz.jp/ まで
　申込などに関するお問い合わせは、下記までご連絡くだ
さい。必要書類を送付いたします。また、申込書などは上
記HPアドレスからもダウンロードできます。
問合せ先　観光・ブランド課
　　　　　ブランド・交流推進班（新湊庁舎）
　　　　　☎ 82－1966　FAX 82－8207
　　　　　E-mail：kankou@city.imizu.lg.jp

♪

♩♬ ♪

♬

射
水
に
ま
つ
わ
る
フ
レ
ー
ズ
や
言
葉

大
募
集
！

♪

♬

イ
ミ
ズ
ム
ズ
ム
ズ
♪

グ
ッ
ズ
が
当
た
る
！

スタート！
　

市
で
は
定
住
促
進
を
図
る
た
め
、
市
内
の
空
き
家

や
空
き
地
の
情
報
を
提
供
す
る
「
空
き
家
情
報
バ
ン

ク
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
バ
ン
ク
は
、
市
内
の
賃
貸
・
売
買
で
き
る
土

地
お
よ
び
建
物
の
所
有
者
か
ら
物
件
を
登
録
い
た
だ

き
、
そ
の
物
件
の
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
利

用
希
望
者
へ
提
供
す
る
制
度
で
す
。

　

空
き
家
や
空
き
地
を
お
持
ち
の
方
や
お
探
し
の
方
、

バ
ン
ク
へ
の
登
録
と
情
報
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

空
き
家
等
所
有
者
（
物
件
提
供
者
）

定
住
等
希
望
者
（
利
用
者
）

射
水
市

空
き
家
情
報
バ
ン
ク

相談・助言　情報交換

売却・賃貸　登録申込

相談・助言　情報交換

買取・賃借　登録申込

情報交換

売買または賃貸借契約

仲　介
宅地建物取引業者（不動産業者）

仲　介

射水市　空き家情報バンク
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CAMERA
Topics & News

　射水市連合運動会が高岡市城光寺陸上競技場で行わ
れ、市内16の小学６年生921名が60ｍハードル走と
100ｍ走で自己記録に挑戦しました。
　５月29日に予定されていた運動会は雨のため、30
日に順延となりましたが、前日の天気から一転して汗
ばむ陽気となりました。応援席からは父母や祖父母、
同級生から大きな声援が送られ、児童たちは真剣な表
情でトラックを駆け抜けていました。

記録に挑戦！
—射水市連合運動会—

　グリーンパークだいもん相撲場で、市内12小学校から207
人の選手が参加し、相撲大会が行われ、午前中は「射水市民
体育大会」として各校対抗の団体戦が、午後からは「わんぱ
く相撲射水場所」も兼ねた学年別個人戦が行われました。父
母や同級生からの声援を受け、児童たちは日頃の練習の成果
を競い合いました。
　団体戦優勝　放生津小学校
　個人戦優勝　４年生の部　濱谷拓斗さん（小杉）
　　　　　　　５年生の部　関　敏伸さん（太閤山）
　　　　　　　６年生の部　木村　裕さん（放生津）

力のこもった取組み
—相撲大会開催—1

6

　第２回射水市獅子舞大競演会が海王丸パークで行われ、約
４万人の観客が市内６団体の勇壮な獅子舞と、姉妹都市の長野
県千曲市の矢代一重山太鼓を
堪能しました。
　海老江西町青年団（新湊）、
堀岡東町青年部（新湊）、南
長徳寺獅子方若連中（新湊）、
上野青年団（小杉）、小泉獅
子舞保存会（大門）、小島獅
子舞保存会（大島）が出演。
このイベントは、射水市の獅
子舞を継承していこうと、昨
年から開催しています。射水
市では155団体の獅子舞が県
に登録され、そのうち135団
体が活動中です。

海王丸パークで獅子舞が競演！
—第2回獅子舞大競演会— 1

6

　射水市下村加茂神社で「御
お

田
た

植
うえ

祭
さい

」が行われ、氏子ら地区
住民が豊

ほう

穣
じょう

を祈願しました。
　この祭りは毎年６月最初の卯の日に行われ、県指定無形民
俗文化財に指定されています。
　水辺に生えるマコモを束ねて人形状にした「マコモの神
様」と「大男」を神殿に供えた後、境内の一角を水田に見立
て、野上克裕宮司が田植えの所作を行い、最後に「大男」２
体を後ろ向きに放り投げました。
　拾った人は幸せになるとされる「大男」を獲得したのは、
栗島由佳子さん（加茂中部）と奥野典子さん（富山市）。「い
いことがあるような気がします」と栗島さんはうれしそうに
話していました。

古式ゆかしく、豊作を祈願
—射水市下村加茂神社「御田植祭」—8

6

　薬勝寺池公園周辺で、いみず元気ウォークスタンプラリーが
開催され、小雨の降る天気の中、約150人の参加者が市長と約
３キロのコースを歩き、楽しみながら健康づくりを行いました。
　開会式では、昨年行われた10回のウォーキングにすべて出場
した14人と、７回から９回出場した34人に賞状が贈られました。
　スタンプラリーは生活習慣病を予防するため、国民健康保険
事業として来年の３月までに10回実施します。
●次回のウォークラリー
　７月13日　９時20分　大島庁舎エントランス前集合

新緑の中で元気よく歩く
—いみず元気ウォークスタンプラリー市長と歩こう会！— 25

5

会場いっぱいの観客、今年は２会場用意しました

海王丸を背景に勇壮な獅子舞を披露大島・大門地区独特の形状をもつ獅子舞

姉妹都市　長野県千曲市　矢代一重山太鼓が熱演 たいまつに火をつけ、獅子舞に向かう天狗
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男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て

男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て

男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て

あ
な
た
の
声
を
市
政
に
！

　

今
年
も
「
市
長
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

市
が
実
施
す
る
施
策
等
を
紹
介
し
、
理
解
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
皆
さ
ん
の
声
を
聴
き
、
対
話
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今

後
の
市
政
運
営
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
市
政
に
対
す
る
意
見
や
要
望
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　

今
年
は
左
記
の
と
お
り
、
市
内
５
会
場
で
開
催
し
ま
す
。

　

市
か
ら
は
、
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
射
水
市
総
合
計
画
の

概
要
」
と
、
会
場
ご
と
に
テ
ー
マ
を
分
け
て
、
市
の
取
組
な
ど

を
説
明
し
ま
す
。

　

ど
ち
ら
の
会
場
も
参
加
は
自
由
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

実施日時、会場およびテーマ

問合せ先　市民協働課　☎57－1622

日　時 会　場 市からの説明事項

7／12（土）
午後７時30分～

下村公民館
・射水市総合計画の概要
・健康推進の取組

8／9（土）
午後７時30分～

高周波文化ホール
（新湊中央文化会館）

・射水市総合計画の概要
・観光ブランドの取組

9／6（土）
午後７時30分～

大門総合会館
・射水市総合計画の概要
・地球温暖化防止への取組

9／20（土）
午後７時30分～

大島公民館
・射水市総合計画の概要
・子育て支援の取組

9／27（土）
午後７時30分～

アイザック
小杉文化ホール

・射水市総合計画の概要
・公共交通と安全なまち
づくりの取組

射水市公募提案型市民協働事業の公開審査会を開催

協働のまちづくりへの提案を聞いてみませんか？

　公募提案型市民協働事業は、市民の皆さんから地域
課題の解決に向けた事業の提案を募集し、採用された
提案を、提案団体と市が協働で取り組む事業です。
　６月20日までに10件の応募があり、その中から協
働で実施する事業を選考するため、公開の審査会を開
催します。

日　　時　７月21日（月・祝）午後１時30分
場　　所　小杉庁舎３階303・304会議室
問合せ先　市民協働課（小杉庁舎）☎57－1622

家具転倒防止器具設置費用を助成します。

男女共同参画巡回講座
　少子高齢化や人口減少が進む中、個人が子育てや介護な
ど、家庭生活と仕事を両立したり、企業が優秀な人材を確
保したりするためには、仕事と生活の調和（ワーク・ライ
フ・バランス）を可能にする取組が必要になっています。
　そこで、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）
を推進する事例を参考に男女共同参画を考える講座を開催
します。 問合せ先　市民協働課　男女共同参画推進班　☎57－1624

開催日 場　　所
７月18日（金） 大島公民館　
７月24日（木） 大門公民館（大門総合会館内）
７月29日（火） 下村公民館　
８月21日（木） 新湊公民館　
８月25日（月） アイザック小杉文化ホール

※開催時刻は毎回19：30～21：00

　
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
実
現

と
し
て
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
」
つ
ま
り
仕
事
と
生
活
の

調
和
を
い
か
に
う
ま
く
や
っ
て
い

く
か
と
い
う
考
え
方
が
今
、
問
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
５
年
ア
メ
リ
カ
の
オ
ン

ラ
イ
ン
休
職
サ
ー
ビ
ス
が
行
な
っ

た
調
査
に
よ
る
と
、
子
ど
も
を

持
っ
て
働
い
て
い
る
36
歳
か
ら
50

歳
の
お
父
さ
ん
に
「
あ
な
た
は
仕

事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
い

う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
か
」
と
の

質
問
に
「
も
し
妻
の
収
入
で
生
活

が
ま
か
な
え
る
の
で
あ
れ
ば
〝
主

夫
〞
を
選
び
た
い
」
と
い
う
父
親

が
53
％
、
ま
た
、
37
％
が
「
収
入

よ
り
も
仕
事
と
生
活
の
調
和
を
大

切
に
し
た
い
」
と
い
う
結
果
が
出

て
い
ま
し
た
。

　

同
年
、「
仕
事
と
子
育
て
、
ゆ
れ

る
男
心
」
と
い
う
日
本
の
新
聞
報

道
で
は
、
未
就
学
児
の
い
る
父
親

の
７
割
近
く
が
「
仕
事
よ
り
家
事
・

育
児
を
優
先
さ
せ
た
い
」「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
家
事
・
育
児
を
優
先

さ
せ
た
い
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
に
は
、
自
分
の
気
持
ち
や

考
え
に
反
し
、
仕
方
な
く
仕
事
に

専
念
、
ま
た
は
仕
事
を
優
先
し
て

い
る
現
実
が
あ
り
ま
す
。

　

私
は
昭
和
23
年
、
団
塊
の
世
代

の
真
ん
中
に
生
ま
れ
た
ひ
と
り
で

す
。

　

私
が
育
っ
た
時
代
は
「
男
は
仕

事
、
女
は
家
庭
」「
朝
は
朝
星
、
夜

は
夜
星
」
と
、
仕
事
人
間
で
生
き

る
こ
と
を
美
徳
と
さ
れ
「
出
産
・

子
育
て
・
介
護
」
は
女
性
の
仕
事

と
錯
覚
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
在
で
は
、
少
子
・

高
齢
化
や
核
家
族
化
が
進
み
「
出

産
・
子
育
て
」
と
と
も
に
「
介
護
」

の
問
題
な
ど
も
男
性
・
女
性
の
区

別
な
く
、
い
か
に
仕
事
と
両
立
さ

せ
う
ま
く
や
っ
て
い
く
か
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
現
実
が
あ
ち
こ

ち
で
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
仕
事
と
生
活
の
調
和
を
図

る
た
め
に
は
、
企
業
や
地
域
の
協

力
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。

　

私
は
男
女
共
同
参
画
推
進
員
の

活
動
を
通
し
て
、
仕
事
と
生
活
の

調
和
を
図
る
た
め
の
前
向
き
な
考

え
方
を
、
地
域
の
皆
さ
ん
を
は
じ

め
、
行
政
や
企
業
も
巻
き
込
み
提

案
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て

男
女
共
同
参
画
推
進
員
（
新
湊
地
区
）

江　
尻　　

昭

　

市
で
は
、
高
齢
者
世
帯
や
障
害
者
が
地
震
災
害
時
に
家
具
の
転

倒
に
よ
り
人
的
・
物
的
被
害
を
受
け
る
こ
と
を
最
小
限
に
抑
え
る

こ
と
を
目
的
に
、
家
具
転
倒
防
止
器
具
設
置
費
用
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

◆
対
象
世
帯

　

市
内
に
居
住
し
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

　

１　

70
歳
以
上
の
方
の
み
の
世
帯

　

２　

重
度
心
身
障
害
者
等
が
い
る
世
帯

　
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、
療
育
手
帳
Ａ
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
1
級
所
持
者
）

◆
助
成
額

　

一
世
帯
に
付
き
一
回
限
り
８
、０
０
０
円

　
（
上
限
額
、
概
ね
家
具
２
台
分
）

　

た
だ
し
、
３
台
目
以
上
や
下
地
材
に
よ

る
補
強
が
必
要
な
場
合
な
ど
、
自
己
負
担

が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
設
置
箇
所
お
よ
び
対
象
家
具

　

設
置
箇
所　
　
　
　

寝
室
、
居
間
、
台
所
等

　

対
象
家
具　
　
　
　

タ
ン
ス
、
食
器
棚
、
本
棚
等

◆
申
請

　

長
寿
介
護
課
、
社
会
福
祉
課
お
よ
び
各
地
区
行
政
セ
ン
タ
ー
に

申
請
書
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
の
方
は
、
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
印
鑑
が
必
要
で
す
。）

◆
取
付
期
間

　

新
湊
・
射
水
地
域
両
住
宅
相
談
所
登
録
の
建
築
組
合
会
員
が
、

事
前
に
設
置
箇
所
を
確
認
し
、
最
適
な
転
倒
防
止
器
具
を
準
備
し

た
上
で
取
り
付
け
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

長
寿
介
護
課
（
新
湊
庁
舎
）
☎
82―

１
９
５
２

　
　
　
　
　

社
会
福
祉
課
（
新
湊
庁
舎
）
☎
82―

１
９
５
１

微量採血器具の不適切使用
のあった健康相談等について

　射水市（合併前市町村を含む）が過去に実施した健康相
談などの保健事業で、血糖検査の際に微量採血器具の不適
切使用が判明しました。この検査を受けていただいた皆様
に対し、多大なご心配とご迷惑をおかけしておりますこと
を深くお詫び申し上げます。
　これら健康相談で実施した血糖検査では、針は個人ごとに
交換していましたが、個人ごとに交換することとされている器
具の先端部分を消毒後、複数人に使用していたものです。
　検査を実施したことが特定できる方については、個々に
肝炎ウイルス検査の実施等を案内させていただきますが、
一部に検査を実施した方を特定できないもの（下表）があ
りますので、検査を受けたと思われる方は、健康推進課、
各保健センターまたは県厚生センターへ相談いただきます
ようお願いします。
　なお、この器具による感染等の危険性は低いと思われ、
また、国内の感染事例は未だ報告されていません。

検査を実施した方を特定できないもの

実施日 事業名 検査場所 検査人数
Ｈ12.11.21
Ｈ13. 2 . 2
Ｈ16. 9 .22

健康相談 新湊保健センター 各１名

Ｈ16.
9 .18～19

大門町
産業まつり グリーンパークだいもん 約10名

問合せ先　健康推進課　　　　　　　　☎82－1954
　　　　　新湊保健センター　　　　　☎82－8416
　　　　　小杉保健センター　　　　　☎56－3007
　　　　　大門保健センター　　　　　☎52－7070
　　　　　大島保健センター　　　　　☎52－7970
　　　　　下村保健センター　　　　　☎59－8021
　　　　　高岡厚生センター射水支所　☎56－2666

6月20日現在
団　体　名 事　業　名

1 特定非営利活動法人黒河竹炭友の会
⑴竹林整備事業
⑵竹炭製造・販売事業

2 特定非営利活動法人水辺のまち新湊
寄席やライブで協働のまちおこし
「内川まちづくり劇場」事業

3 射水ネットカフェコンソーシアム 「水島柿」農工連携結実事業

4 農事組合法人ファーム大島
大島絵本館周辺での「ひま
わり迷路」

5 射水市災害放送ボランティアの会
災害放送ボランティアによ
るラジオ放送事業

6 サポネット共働 ＮＰＯによる福祉有償輸送の実現と
市民ボランティア意識の向上事業

7 特定非営利活動法人元気やネット
イミズムズムズ　大人も子
どもも鬼ごっこ！

8 射水市総合型地域スポーツクラブ
ネットワーク会議

イミズムズムズ体操（仮称）
の企画・普及事業

9 エッセンスclub.imizu ピア・サポートin 射水うつ病当事者＆家族の為の交流会事業

10 特定非営利活動法人日本文化交流センター 被爆ピアノ平和ＣＯＮＣＥＲＴ



ま
ち
の
わ
だ
い

射
水
ブ
ラ
ン
ド

ま
ち
の
わ
だ
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射
水
ブ
ラ
ン
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子
ど
も

環
　

境

国
際
交
流
員

相
　

談

市
民
病
院

保
健
だ
よ
り

男
女
共
同
参
画

統
合
庁
舎

募
　

集

イ
ベ
ン
ト

案
　

内

子
ど
も

環
　

境

国
際
交
流
員

相
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市
民
病
院

保
健
だ
よ
り

男
女
共
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参
画

統
合
庁
舎

募
　

集

イ
ベ
ン
ト

案
　

内
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視野を広げ　心豊かに

環 境 に つ い て 考 え る環 境 に つ い て 考 える エコネット　いみず

国際交流員

アンドリュー・マカスキル

国
際
交
流
協
会
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ａ

　

射
水
市
の
国
際
交
流
員
と
し
て
、

こ
の
３
年
間
、
私
は
射
水
市
民
国
際

交
流
協
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ａ
）
の
企
画
や

運
営
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
五
箇

山
へ
の
バ
ス
ツ
ア
ー
、
匠
の
里
や
ガ

ラ
ス
工
房
で
の
手
作
り
体
験
、
花
火

大
会
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
通
し
、
日
本
の
伝
統
的
な
文

化
に
つ
い
て
学
び
な
が
ら
、
色
々
な

国
出
身
の
方
と
仲
良
く
な
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
イ
ベ
ン
ト
に
と
っ

て
、
一
番
大
切
な
の
は
、
多
様
な

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
も
つ
参
加
者

ど
う
し
が
交
流
す
る
こ
と
で
す
。
家

族
の
影
響
や
国
籍
、
文
化
、
経
歴
が

違
え
ば
、
当
然
も
の
の
見
方
、
感
じ

方
、
考
え
方
は
異
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
単

に
お
楽
し
み
会
に
終
わ
ら
ず
、
国
際

（
異
文
化
）
理
解
や
国
際
交
流
を
目

的
に
、
参
加
し
た
人
が
、
知
り
合
い
、

互
い
の
意
見
を
交
換
し
、
友
情
を
育

む
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
企
画
し
ま

す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ａ
に
参

加
さ
れ
て
い
る
方

に
は
、
フ
レ
ン
ド

リ
ー
で
他
の
国
の

文
化
に
興
味
が
あ

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
精
神
に
あ
ふ

れ
、
色
ん
な
こ
と

を
頑
張
っ
て
い
る

人
が
多
い
よ
う
に

思
い
ま
す
。
日
本

に
住
む
外
国
人

は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
日
本
で
の
生

活
に
不
安
や
心
配
を
抱
え
て
い
る
人

が
多
い
の
で
、
そ
う
い
う
人
と
知
り

合
う
機
会
は
、
大
変
貴
重
で
す
。

　

外
国
に
住
む
際
、
気
軽
に
色
々
と

相
談
で
き
る
友
達
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
と
て
も
大
切
で
す
。
射
水
市
に
住

む
外
国
人
が
増
加
し
、
全
国
的
に
も

「
多
文
化
共
生
」
が
注
目
さ
れ
て
い

る
な
か
、
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
果
た
す
役
割

と
可
能
性
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る

と
思
い
ま
す
。

　

私
も
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ａ
を
通
し
、
素
晴
ら

し
い
思
い
出
と
友
達
を
つ
く
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
、

Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
活
動
に
参
加
し
て
み
て

く
だ
さ
い
！
き
っ
と
い
い

体
験
に
な
る
と
思
い
ま
す

し
、
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
活
動
が

広
が
り
、
射
水
市
が
国
際

的
に
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
市

に
な
れ
ば
、
私
も
と
っ
て

も
嬉
し
い
で
す
。

追
伸
：　

今
月
の
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
の
「
ア
ン
ド

リ
ュ
ー
の
時
間
」
に
Ｉ
Ｃ

Ｉ
Ａ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ぜ
ひ
見
て
み
ら
れ
ま
！

7月の主な行事
下記行事以外にも各支援センターで様々な行事を行っています。
詳しくは市ホームページ→施設一覧→子育て支援センター（施設
案内）を参照してください。お気軽にご利用ください。

新湊子育て支援センター 新湊保育園内
☎82－8018

1日　ファミリーコンサート
25日　講演会 下村子育て支援センター 下村交流センター内

☎59－8088

2日　七夕の集い
10,11日　作ってみよう
24日　誕生会

小杉北部子育て支援センター 小杉社会福祉会館3Ｆ☎55－5582

1日～7日　七夕飾りづくり
15日　誕生会
22日　わくわくシアター

海老江子育て支援センター 海老江保育園内☎86－5050

7日　七夕まつりお楽しみ会
14日　親子ビクス
18日　身体測定発育相談

小杉南部子育て支援センター 千成保育園内☎56－5700

1日～7日　七夕飾りづくり
15日　おもちゃづくり
22日　誕生会

大島つばさ子育て支援センター 大島つばさ保育園内☎51－6060

18日　ピクニック
24日　ベビーマッサージ
25日　おやつ作り・誕生会

大門子育て支援センター 大門きらら保育園内
☎52－1303

7日　お話タイム
22日　誕生会 新湊作道子育てミニサロン 新湊作道保育園内☎82－8787

2日　七夕かざりをつくろう
16日　ジャンボ絵本

「はらぺこあおむし」

大島子育て支援センター 大島児童館内
☎52－7551

4日　リトミック
16日　誕生会
2,9,11,23,25,30日ちびっこクラブ

グランパ
新湊カモンショッピング
センター2F
☎84－4077

2日　育児講座
16日　誕生会

子育て支援センター情報

※子育て相談（心理士相談）発育相談（保健師相談）は別途ページを参照ください
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射水市環境審議会委員を公募します
　環境の保全および創造に関する施策を総合的かつ計画
的に推進し、良好な環境を守り育て、将来の世代に引き
継いでいくため、４月から射水市環境基本条例を施行し
ました。
　射水市環境審議会は、この条例に基づき、環境の保全

および創造に関する基本的な事項等について調査審議す
る市長の諮問機関です。
　広く市民の皆様の意見を環境施策に反映するため、環
境審議会委員を公募します。

募集人数　１人
任　　期　平成20年８月１日から平成22年３月31日まで
会　　議　年２～３回程度、会議を開催する予定です。
報　　酬　会議１回の出席に対し、所定の報酬をお支

払いします。
応募資格　⑴射水市内に在住する満18歳以上（平成20

年７月31日現在）の方（ただし、高校生の
方は除きます。）

⑵国または地方公共団体の議員や常勤の公
　務員でない方
⑶射水市のほかの審議会等の委員でない方

応募方法
　応募申込書に必要事項を記入の上提出してください。
提出は、直接持参、ファクシミリ、電子メール、郵送
のいずれでも構いません。
　応募申込書は射水市ホームページからダウンロード
できます。
※希望者には郵送します。
応募期限　
　７月25日（金）まで必着でお願いします。

そ　の　他　応募多数の場合は抽選にて委員を選出しま
す。
選出結果は、応募者全員に通知します。

応募・問合せ先
環境課(大島庁舎３階)
　〒939－0292　射水市小島703番地
　☎52－7967　FAX　52－1507
　Ｅ－mail：kankyou＠city.imizu.lg.jp

六渡寺自治会　環境大臣表彰受賞
６月11日、地域環境美化に特に顕著な功績の
あった団体とし
て、六渡寺自治会
（射水市庄西町）
が環境大臣表彰
（地域環境美化功
績者表彰）を受賞
しました。
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　現在、「射水市子どもに関する施策推進計画」を策
定中です。この計画は、子どもの幸せと健やかな成長
を図る社会を実現することを目的とした、射水市子ど
も条例に基づき策定するものです。内容については、
学識経験者や子どもにかかわる団体の代表者等で構成
する射水市子ども施策推進委員会で検討しています。
この、計画の素案について、市民の皆さんからの意見
を募集します。

◆募集用紙　計画素案と意見記入用紙は、市のホーム
ページのほか、各地区行政センター、中
央図書館にあります。

◆提出期限　平成20年７月25日（金）必着

◆提出方法　所定の意見記入用紙に記入の上、持参も
しくは郵送、ファックス、メールで提出
してください。

子どもの幸
せと健やかな成長を図る社会の実現をめざして

「射水市子どもに関する施策推進計画」
　（素案）に関する意見を募集します

◆その他
○提出された意見を検討して、必要に応じて計画へ反
映させます。

○提出された意見に対しては、原則として市の考え方
と計画素案の修正内容を市のホームページで公表し
ます。

○提出された意見に対しては、個別の回答は行いませ
ん。

○意見を提出いただいた方の住所、氏名などの個人情
報は公表しません。

◆提出および問合せ先　
　福祉保健部子ども課少子化対策班
　〒934－8555　
　射水市本町二丁目10番30号（新湊庁舎）
　☎ 82－1965　FAX 82－8269
　電子メール　kodomo@city.imizu.lg.jp

【今月の市民環境講座】日時：７月17日（木）午後７時30分～午後９時　会場：大島社会福祉センター
　　　　　　　　　　　　テーマ：地球温暖化ととやまの農業　　講師：富山県立大学教授　佐藤　幸生氏

6月18日　会長の竹内正志さんが受賞報告



ま
ち
の
わ
だ
い

射
水
ブ
ラ
ン
ド

ま
ち
の
わ
だ
い

射
水
ブ
ラ
ン
ド

子
ど
も

環
　

境

国
際
交
流
員

相
　

談

市
民
病
院

保
健
だ
よ
り

男
女
共
同
参
画

統
合
庁
舎

募
　

集

イ
ベ
ン
ト

案
　

内

子
ど
も

環
　

境

国
際
交
流
員

相
　

談

市
民
病
院

保
健
だ
よ
り

男
女
共
同
参
画

統
合
庁
舎

募
　

集

イ
ベ
ン
ト

案
　

内

15 2008.7 142008.7

困ったときには相談を… 一人で悩まず相談してみてはいかがですか！
時間と場所を確認し、ご相談ください。

相 談 名 7 月 8 月 時 間 場 所 備 考

各　

種　

相　

談　

ご　

と

行政相談
人権相談

2日 6日

13:00～16:00

小杉社会福祉会館

☎57－1627
9日 13日 新湊交流会館
16日 20日 大門総合会館
22日 26日 大島社会福祉センター
7日 4日 福王寺

心配ごと相談

毎週月曜日（祝日除く）

13:00～16:00

小杉社会福祉会館 ☎55－2813
毎週水曜日（祝日除く） 新湊交流会館 ☎82－8450
毎週水曜日（祝日除く） 大門総合会館 ☎52－7080
第 4火曜日（祝日除く） 大島社会福祉センター ☎52－5010
第 1月曜日（祝日除く） 福王寺 ☎59－2002

成年後見制度相談 23日 27日 14:00～16:00 新湊交流会館 ☎82－1952

無料法律相談

24日 28日 13:00～16:00 小杉庁舎
要予約（7/10、8/14から）
☎57－1627（定員6人）

11日 8日 13:00～15:30 小杉社会福祉会館
要予約（6/27、7/25から）（＊1）
☎55－2813（定員5人）

16日 20日 13:30～16:30 新湊福祉会館
要前日予約（＊1）
（8:30～受付　定員６人）
☎82－8450

住宅相談 20日 17日
10:00～15:00 新湊交流会館 ☎82－4511

10:00～16:00
大門総合会館
（27日みこし祭り会場でも開催）

☎55－1298

年金相談
4日 1日

10:00～15:00
射水商工会議所

☎52－7965
18日 15日 新湊庁舎

税理士の無料税務相談 17日 21日 13:00～15:00 高岡本丸会館
要予約（7/11、8/10）
定員４人受付順
☎25－6624

消費生活相談
月曜日～金曜日
( 祝日除く )

9:00～16:00 大島庁舎
火・金曜日は専門員が対応
☎52－7974（直通）

障害者サテライト相談 毎週火曜日 13:30～15:00 大島社会福祉センター ☎82－1951

女性のこころと生き方相談
14日 11日

14:00～16:00 働く婦人の家 ☎55－5650
28日 25日

教育相談 月・水・金曜日 13:00～17:00 教育センター ☎82－1678
家庭児童・母子父子相談 月曜日～金曜日 9:00～17:00 新湊庁舎 ☎82－1953

子どもの悩み総合相談
月曜日～金曜日
（祝日除く）

9:00～17:00
小杉庁舎　１階
子どもの悩み総合相談室

☎・FAX 57－0100
E-mail:kodomo-soudan@
city.imizu.toyama.jp

（心理カウンセラーによる相談） 毎週水曜日（祝日除く） 同　上 同　上 予約優先　連絡先は上記と同じ
ほっとスマイル

子ども相談
毎週水曜日
（祝日除く）

14:00～17:00
子どもの権利支援センター
「ほっとスマイル」

要予約　☎55－2799
E-mail:smile@toyamav.net

臨床心理士による
子育て相談

9日 13日

10:00～11:30

新湊子育て支援センター ☎82－8018
4日・25日 小杉北部子育て支援センター ☎55－5582
11日 8日 小杉南部子育て支援センター ☎56－5700
10日 22日 大門きらら子育て支援センター ☎52－1303
18日 8日 大島子育て支援センター ☎52－7551
18日 29日 下村子育て支援センター ☎59－8088

保健師による育児相談

22日

10:00～11:30

新湊子育て支援センター
＊子育て支援センター
開所時間中は、随時保
育士による子育て相談
を受け付けています。

19日 小杉北部子育て支援センター
29日 小杉南部子育て支援センター
8日 大門きらら子育て支援センター

6日 大島子育て支援センター
7日 下村子育て支援センター

交通事故相談 4日・18日 1日・18日 13:00～15:00 富山警察署分庁舎 ☎076－444－4400
巡回交通事故相談 10日 14日 10:00～15:00 高岡総合庁舎 ☎21－9411
時間外無料医療相談 28日 25日 17:30～19:00 射水市民病院医療相談室 ☎82－8100

（＊1）…多くの方の相談を受け付けたいため、前回の相談より６か月以上期間をあけて申し込みください。

　射水市民病院は日本医療機能評価機構による最新の医療の
質評価基準「バージョン５」の認定を受けました。認定期間
は平成20年４月21日から５年間です。
　昨年４月に病院機能評価の受審を申請し、書面審査を経
て今年２月、同機構から委嘱された評価調査者（サーベイ
ヤー）の訪問審査を受けました。
　訪問審査では３日にわたり、診療はもとより看護部門、コ

メディカル部門、事務部門など院内すべての組織において、
ひとつひとつの行動が病院で取り決めた基準や手順どおりで
あるか、これらの基準・手順は職員に教育され、周知・徹底
され、定期的に見直されているかなど細部にわたって審査さ
れました。
　審査の結果、約700の評価項目すべてを１回でクリアしま
した。

麻しん・風しんの予防接種は2回接種になっています！
（平成2年4月2日以降に生まれた人が対象です）

　麻しん（はしか）は、人から人へ感染しやすく、ときに死亡すること
もある重大な病気です。しかし、現在でも麻しんそのものに対する特
効薬はなく、病気を防ぐ方法はただ一つ、予防接種を受けることです。
　以前は1回麻しんの予防接種を受ければ、一生その免疫が持続す
るとされていましたが、予防接種を受けていたにもかかわらず麻
しんにかかってしまう人もあり、2回接種が必要だといわれるよう
になりました。そこで平成18年度からは、1歳時（第1期）と小学
校入学前の年（第2期）の合わせて2回、風しんとの混合ワクチンを
接種することになり、さらに、昨年の麻しん流行の際、かかった人の
多くは10代から20代の若者だったことから、今年度から中学1年生
（第3期）と高校3年生（第4期）でも予防接種を受けることになりまし
た。（ただしこれは平成20年度から24年度までの5年間だけの措置で
す。）これにより、平成2年4月2日生まれ以降の人は公費負担による2
回接種の機会を得ることになりました。
　また、風しんについては、妊婦さんが風しんにかかると生まれてき
た子が先天性風しん症候群を発症することがありますので、これも予
防すべき感染症です。現在は麻しん・風しん混合ワクチンを受けるこ
とによって、麻しんと風しんの両方の免疫をつけることができます。
　以前予防接種を受けていた人も受けそびれていた人も、この機
会に予防接種を受けてしっかり免疫をつけ、麻しんや風しんにか
からないようにしましょう。

　なお、当病院は以下の項目で高い評価を受けました
　①地域における病院の役割・機能が明確になっている
　②医療サービスの改善活動が適切に行われている
　③患者－医療者のパートナーシップを強化する体制がある
　④安全確保のための体制が確立している
　⑤病院感染管理のための体制が確立している
　⑥患者への説明と同意の手順が確立しており、遵守されている
　⑦診療および業務上の指針・手順が確立している
　⑧診療の質を改善するための仕組みがある
　⑨患者に関する情報が確実に伝達されている
　⑩入院生活が適切に支援されている

　４月21日現在、富山県内では24病院が病院機能評価を認
定されていますが、最新の評価基準「バージョン５」の認
定を受けた公的病院は、射水市民病院を含め５施設です。

病院機能評価
日本医療機能評価機構が中
立的な立場から病院の機能
を体系的に評価・分析し、
改善の支援を行う。成果を
上げている病院には認定証
が発行されます。

　麻野井病院長
「今回の病院機能評価（バージョ
ン５）の認定は、よりよい病院にし
ようという職員の熱意と努力の賜物
です。この認定を励みに市民の皆様
からいっそう信頼される病院づくり
に努めたいと思います」

月　日 内　　容 担　　当

７月４日（金） 糖尿病とくすり 薬剤師
糖尿病とは 堀内科副部長

７月11日（金） フットケア 保健師
食事療法と単位配分 栄養士

７月18日（金） 家庭でできる運動療法 保健師
糖尿病と合併症 堀内科副部長

７月25日（金） 油脂（表５）と外食 栄養士

〓〓糖尿病教室のお知らせ〓〓

時　間
　午後１時30分～午後３時

場　所
　２階大会議室

持参するもの
筆記用具、食品交換表（当病院売店にて
取り扱っております）、紫色のファイル（教
育入院等で持っておられる方）、電卓（７
月 11日、25日のみ）

糖尿病で治療を受けている方、糖尿病の患者を家族に
お持ちの方など、糖尿病に関心のある方はぜひご参加
ください。

日本医療機能評価機構とは

国民が安心して適切な医療を受
けられるよう医療機関の第三者
評価等を行うことを目的に厚
生労働省などが1995年（平成７
年）に出資・設立した団体

射水市民病院は
病院機能評価（バージョン5）の認定病院になりました！！

市民病院　☎82－8100
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保健だより保健だより7月号
・１歳６か月児健康診査、３歳６か月児健康診査、
　予防接種は、個人通知をしませんので、毎月の広報
　「いみず」を見て会場へお越しください。

問合せ先 ・健康推進課（新湊庁舎）

・新湊保健センター

・小杉保健センター

TEL82－1954　FAX82－3175

TEL82－8416　FAX82－8419

TEL56－3007　FAX56－3008

・大門保健センター

・大島保健センター

・下村保健センター 

TEL52－7070　FAX52－7071

TEL52－7970　FAX52－5595

TEL59－8021　FAX59－8022

検診日
新湊地区 小杉地区 大門地区 大島地区 下地区

午 前 午 後 午 前 午 後 午 前 午 後 午 前 午 後 午 前 午 後
9:30～11:00 13:30～15:00 9:30～11:00 13:30～15:00 9:30～11:00 13:30～15:00 9:30～11:00 13:30～15:00 9:30～11:00 13:30～15:00

７/１（火）寺塚原公民館
７/８（火）堀岡福祉センター 大門保健センター
７/９（水）本江公民館 戸破公民館
７/10（木） 新湊保健センター
７/11（金） 三ケ公民館
７/14（月） 大門保健センター
７/15（火） 三ケ公民館 小杉社会福祉会館
７/17（木）塚原公民館
７/18（金） 池多公民館 黒河公民館
７/23（水） 海老江公民館 中野公民館 新町公民館
７/24（木） 戸破公民館
７/25（金）作道公民館 大門保健センター
７/28（月） 黒河公民館
７/29（火） 小杉保健センター
７/30（水）片口公民館
７/31（木） 小杉社会福祉会館
８/１（金）新湊保健センター

項 目 対 象 者 対象地区 実 施 日 会 場 受付時間

健診

３～４か月児健康診査
H20年３月生

大門・大島 ７月８日（火）大門保健センター

13:00～13:15
新湊 ７月16日（水）射水市民病院
小杉・下 ７月23日（水）小杉保健センター

H20年４月生 大門・大島 ８月５日（火）大門保健センター

１歳６か月児健康診査
H18年12月生

大門・大島 ７月２日（水）大門保健センター

13:00～13:15
新湊 ７月11日（金）新湊保健センター
小杉・下 ７月25日（金）小杉保健センター

H19年１月生 新湊 ８月８日（金）新湊保健センター

３歳６か月児健康診査
（むし歯予防教室をあわせて実施）

Ｈ17年１月生
小杉・下 ７月３日（木）小杉保健センター

13:00～13:15
大門･大島 ７月24日（木）大門保健センター
新湊 ７月31日（木）新湊保健センター

Ｈ17年２月生 小杉・下 ８月７日（木）小杉保健センター

教室

むし歯予防教室
（１歳６か月児・３歳児）

Ｈ18年12月生、
Ｈ17年７月生の
教室参加者

大門・大島 ７月10日（木）大門保健センター
13:00～13:15新湊 ７月25日（金）新湊農村環境改善センター

小杉・下 ７月30日（水）小杉保健センター

むし歯予防教室
（２歳児・２歳６か月児）

Ｈ18年７月生、
Ｈ18年１月生の
教室参加者

大門・大島 ７月15日（火）大門保健センター

13:00～13:15
小杉・下 ７月16日（水）小杉保健センター
新湊 ７月24日（木）新湊農村環境改善センター

Ｈ18年８月生、H18年
２月生の教室参加者 大門・大島 ８月６日（水）大門保健センター

マタニティ教室B《要申込み》 妊婦 全市 ７月15日（火）小杉保健センター 9:15～ 9:30
新米パパママ教室《要申込み》 生後6か月～1歳児をもつ両親 全市 ７月26日（土）大門保健センター 9:15～ 9:30

相談

ぴよぴよ相談
（身体計測・育児・母乳相談、
　絵本の読みきかせ、離乳食実習）

生後８か月まで 全市

７月８日（火）小杉保健センター 9:30～10:00
７月16日（水）大島保健センター 9:30～10:00
７月23日（水）大門保健センター 9:30～10:00
７月29日（火）新湊保健センター 13:00～13:30
８月５日（火）小杉保健センター 9:30～10:00

にこにこ相談
（身体計測・育児・栄養相談
　・食事の話と試食）

生後９か月以降 全市

７月１日（火）大門保健センター

9:30～10:00
７月７日（月）新湊保健センター
７月22日（火）小杉保健センター
７月25日（金）下村保健センター
８月４日（月）新湊保健センター

予防
接種 Ｂ Ｃ Ｇ

H20年３月生
大門･大島 ７月11日（金）大門保健センター 13:30～14:00
新湊 ７月18日（金）新湊農村環境改善センター 13:00～14:00
小杉・下 ７月29日（火）小杉保健センター 13:30～14:00

H20年４月生 大門･大島 ８月８日（金）大門保健センター 13:30～14:00

母と子の健康診査・教室・相談・予防接種（7月1日～8月10日）

※対象地区以外で健診等を受診される場合は、お住まいの地区の保健センターへご連絡ください。

休日在宅当番医・歯科医（診療時間　午前9時～午後5時）※都合により変更になる場合があります。受診の際は直接医療機関に電話でご確認ください。
月 日 医 院 ・ 病 院 電 話 月 日 医 院 ・ 病 院 電 話

7月6日
（日）

尾島外科胃腸科医院（桜町）【外・胃】 84－8552 7月21日
（祝）

麻生内科放射線科医院（中新湊）【内・放】 82－3710
島崎内科医院（小島）【内】 52－0173 高橋医院（黒河）【内】 56－0346
わたなべ歯科医院（高岡市） 25－7500 宮田歯科医院（高岡市） 23－8548

7月13日
（日）

矢野神経内科医院（本町）【内・神内・リ】 82－5150 7月27日
（日）

木戸クリニック（朴木）【内・神内・眼】 82－7300
渋谷クリニック（戸破）【内・呼・胃・循】 55－0025 たかはし内科医院（三ケ）【内・小】 55－5522
おくむら歯科医院（小島） 52－7055 北村歯科クリニック（高岡市） 20－6680

7月20日
（日）

万葉クリニック（七美）【内・小】 86－8787
浅山外科胃腸科医院（八塚）【外・胃】 52－3553
藤井歯科医院（高岡市） 24－7502

成人の検診（7月1日～8月10日）

肺・結核検診　※時間は受付時間です。

○「受診券」「検診料金」「健康手帳」をお持ちください。
○検診の詳細は、「射水市健康カレンダー」（広報いみず４月号と同時配布）をご覧ください。

胃・子宮・乳房検診　※時間は受付時間です。予約が必要です。保健センターまで予約しましょう。

開催日 集合場所 集合時間

大島元気ウォーク ７月13日（日） 大島庁舎
エントランス前 午前９時20分

＊持ち物：スタンプシート（持っている方）、水筒、雨具　　＊どなたでも参加できます。

歩いて！
集めて！ 楽しく健康づくり「いみず元気ウォークスタンプラリー」に参加しましょう！「いみず元気ウォークスタンプラリー」に参加しましょう！

検診日
新湊地区 小杉地区 大門地区 大島地区 下地区

胃 検 診 子宮・乳房検診 胃 検 診 子宮・乳房検診 胃 検 診 子宮・乳房検診 胃 検 診 子宮・乳房検診 胃 検 診 子宮・乳房検診
8:30～9:30 13:30～14:00 8:30～9:30 13:00～14:00 8:30～9:30 13:00～14:00 8:30～9:30 13:00～14:00 8:30～9:30 13:00～14:00

７/１（火）寺塚原公民館
７/２（水） 大江
７/３（木）
７/４（金） 橋下条・金山 市立水戸田公民館
７/７（月） 下村保健センター
７/８（火） 堀岡福祉センター
７/９（水）本江公民館
７/10（木） 新湊保健センター
７/11（金） 大島保健センター
７/15（火） 七美公民館 三ケ公民館
７/16（水） 大門保健センター
７/17（木）塚原公民館 戸破
７/23（水） 海老江公民館
７/24（木） 戸破公民館 三ケ
７/25（金） 作道公民館
７/28（月） 黒河公民館
７/29（火） 小杉保健センター 大島保健センター
７/30（水） 片口公民館
７/31（木） 小杉社会福祉会館 三ケ・戸破
８/１（金）新湊保健センター 塚原公民館
８/４（月） 大門保健センター
８/５（火） 大島保健センター
８/７（木） 池多公民館
８/８（金） 黒河・池多

小杉地区の子宮・乳房検診は対象地区
ごとに小杉保健センターで行います

【対象】北野・若杉・
さくら台・中野・
中野社宅・新町・西園

【対象】小島１区・２区・
３区・４区・鳥取・
北高木・土田・南高木

【対象】白石・
倉垣小杉

北野公民館（９：30～10:00）
若杉公民館（10:30～11：30）

肝炎ウイルス検診受診のすすめ
肝炎（Ｂ型・Ｃ型）ウイルスは、感染してもあま
り症状が現れず、感染に気づかないことがほとん
どです。感染したまま放置していると、慢性肝炎
や肝硬変等を起こすといわれています。まだ一度
も検査を受けておられない方は、ぜひ受診しま
しょう。

〈検診期間〉　平成20年７月１日（火）～10月31日（金）
〈対　象　者〉　40歳以上の方（昭和44年３月31日以前に生まれた

方）で肝炎ウイルス検診を受けたことがない方
※40歳節目年齢の方（昭和43年４月１日～昭和44年３月31日生
で、住民税特別徴収以外の方）にすでに個人通知しました。

※受診票の届かない方で検診を希望される方は、受診票を発行しま
すので健康推進課または保健センターにお問い合わせください。
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平日は夜７時まで

《
一
般
図
書
》

ち
ょ
い
ボ
ケ
迷
走
記

　
　
　
　
　
　
　

野
末　

陳
平

そ
の
国
語
力
で
裁
判
員
に
な
れ
ま

す
か
？

　
　
　
　
　
　
　

入
部　

明
子

科
学
の
扉
を
ノ
ッ
ク
す
る　
　

　
　
　
　
　
　
　

小
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洋
子

耐
震
・
免
震
・
制
震
の
は
な
し

　
　
　
　
　
　
　

斉
藤　

大
樹

拍
手
の
ル
ー
ル　

茂
木　

大
輔

野
菜
の
種
は
こ
う
し
て
採
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　

船
越　

建
明

石
の
花　
　
　
　

太
田　

治
子

夜
の
桃　
　
　
　

石
田　

衣
良

東
京
島　
　
　
　

桐
野　

夏
生

源
氏
鶏
太　

昭
和
の
短
編

　
　
　
　
　
　
　

未　

知　

谷

枕
女
優　
　
　
　

新
堂　

冬
樹

茨
の
木　
　
　
　

さ
だ
ま
さ
し

ダ
モ
イ
遙
か
に　

辺
見
じ
ゅ
ん

千
両
花
嫁　
　
　

山
本　

兼
一

《
郷
土
資
料
》

と
や
ま
の
算
額　

新
湊
博
物
館

射
水
市
総
合
計
画

　
　
　
　
　
　
　

射　

水　

市

恋
の
万
葉
集

　
　
　
　

高
岡
市
万
葉
歴
史
館

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

新
刊
図
書
案
内

〜
近
く
の
図
書
館
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
〜

中
央
図
書
館
の
催
し

蘢
き
ら
り
写
真
展

　

こ
す
ぎ
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

期
間　

７
月
１
日
㈫
〜
13
日
㈰

蘢
環
境
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

　
　
　
　

テ
ー
マ
展

・
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
の
た
た
か
い

・
環
境
と
文
化
を
創
造
す
る
農
地

期
間　

７
月
25
日
㈮
〜

８
月
５
日
㈫

★
七
夕
ま
つ
り
児
童
集
会

日
時　

7
月
12
日
㈯

午
前
10
時
か
ら

会
場　

新
湊
図
書
館
児
童
室

内
容　

七
夕
の
飾
り
つ
け

　
　
　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
他

7月の図書館カレンダー

○数字　中央館の休館日
　　　　地域館の休館日
　　　　全館休館日

＊
中
央
図
書
館
は
、
み
こ
し
祭
り

の
会
場
と
な
る
た
め
、
７
月
27

日
㈰
を
休
館
い
た
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
21
年
度
予
算
編
成

に
向
け
た
国
・
県
事
業
に
対
す
る
要

望
事
項
と
し
て
「
平
成
21
年
度
射
水

市
重
点
事
業
」
を
と
り
ま
と
め
ま
し

た
。
新
規
事
業
が
19
件
、
継
続
事
業

が
18
件
、
新
規
・
継
続
事
業
が
２

件
、
合
わ
せ
て
39
件
で
、
６
月
中
旬

か
ら
下
旬
に
県
を
は
じ
め
、
関
係

省
庁
、
県
選
出
の
国
会
議
員
等
に
対

し
、
各
事
業
の
早
期
実
現
を
要
望
し

ま
し
た
。

【
主
な
要
望
事
項
】

・
学
校
教
育
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

・
河
川
の
整
備
に
つ
い
て

・
主
要
地
方
道
小
杉
婦
中
線
（
都
市

計
画
道
路
七
美
太
閤
山
線
）
の
整

備
促
進
に
つ
い
て

・
妊
婦
一
般
健
康
診
査
の
公
費
負
担

拡
大
に
伴
う
補
助
金
等
の
拡
充
に

つ
い
て

・
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
に
係
る
事
業

に
つ
い
て

・
災
害
復
旧
対
策
と
「
寄
り
回
り

波
」
の
原
因
究
明
に
つ
い
て

・（
仮
称
）
「
国
際
観
光
港
」
の
指

定
制
度
創
設
に
つ
い
て

・
臨
港
道
路
富
山
新
港
東
西
線
の
整

備
促
進
に
つ
い
て

・
既
設
消
火
栓
更
新
事
業
に
つ
い
て

・
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て

・
公
立
病
院
へ
の
支
援
に
つ
い
て

・
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
の
拡
充

に
つ
い
て

・
雪
対
策
事
業
の
促
進
に
つ
い
て

・
富
山
新
港
元
気
の
森
公
園
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
の
増
設
に
つ
い
て

・「
射
水
の
曳
山
」
の
富
山
県
指
定

文
化
財
の
指
定
に
つ
い
て

・
小
学
校
へ
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
等
の
配
置
の
拡
充
に
つ
い
て

・
射
水
警
察
署
庁
舎
の
早
期
建
設
及

び
交
番
の
新
設
に
つ
い
て

　

問
合
せ
先　

企
画
政
策
課　
　
　

　

☎
57―

１
６
２
３

『
平
成
21
年
度　

射
水
市
重
点
事
業
』

－前年度優勝の射北中学校が出場－

第６回全国中学校ヨット選手権大会が射水市で開催

社会を明るくする運動【７月は強調月間です】
《街頭宣伝活動》
日時　７月21日（月）午前10時から
場所　海王丸パーク

《更生保護相談所》
日時　７月18日（金）午後１時30分～午後４時
場所　新湊会場：新湊交流会館１階会議室
　　　（射水市三日曽根９－18　☎82－8450）
　　　小杉会場：小杉社会福祉会館２階相談室
　　　（射水市戸破4200－11　☎55－1881）
相談員　保護司
問合せ先　射水保護司会長　棚元　理一
　　　　　（☎52－2341）
　※相談内容については、秘密を厳守します。

〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞
は
、
す
べ
て
の

国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た

人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全

国
的
な
運
動
で
す
。

　

射
水
保
護
司
会
で
は
、
こ
の
運
動
の
一
環
と

し
て
、
「
街
頭
宣
伝
活
動
」
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
「
更

生
保
護
相
談

所
」
を
開
設

し
、
い
じ
め
、

不
登
校
、
ひ
き

こ
も
り
、
非
行

な
ど
、
家
庭
や

学
校
、
社
会
で

の
い
ろ
い
ろ
な

悩
み
ご
と
の
相

談
を
受
け
付
け

ま
す
。

　海竜マリンパーク（海竜新町）を会場に、今夏
「全国中学校ヨット選手権大会」が開かれます。
　射水市では、第１回、第２回大会以来の４年ぶりの
開催となります。
　本大会は唯一の学校対抗形式の全国大会で、競技
力の向上や競技人口の拡大を図る目的があります。
昨年優勝した地元射北中学校も出場し、好成績が期
待されます。

【大会日程】
　開会式　７月25日（金）午後４時～
　　　　　海竜マリンパーク（新湊マリーナ）
　　　　　（雨天時：海竜スポーツランドアリーナ）
　競　技　７月26日（土）～27日（日）10時～
　　　　　２日間６レース実施
　　　　　海竜マリンパーク沖合
　閉会式　７月27日（日）午後１時30分～
　　　　　海竜マリンパーク（新湊マリーナ）

森
林
の
伐
採
は
、

「
届
け
出
」
が
必
要
で
す
。

「
自
分
の
山
の
木
な
ら
、
自
由
に

伐
っ
て
も
い
い
。
」
と
思
っ
て
い
る

方
は
い
ま
せ
ん
か
。
た
と
え
あ
な
た

の
山
の
木
で
も
、
森
林
を
伐
採
す
る

時
は
「
伐
採
お
よ
び
伐
採
後
の
造
林

の
届
出
書
」
を
、
森
林
の
所
在
す
る

市
町
村
長
へ
提
出
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

問　

誰
が
届
け
出
る
の
？

　

立
木
の
所
有
者
が
届
け
出
ま

す
。
立
木
を
買
い
受
け
て
伐
採

す
る
場
合
は
買
受
人
が
届
け
出

ま
す
。

問　

届
け
出
の
時
期
は
？

　

伐
採
を
始
め
る
90
日
か
ら
30

日
前
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

伐
採
の
届
出
に
関
し
て
は
、

市
農
林
水
産
課
農
地
林
務
係
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

無
届
出
で
伐
採
し
た
場
合
は
、
森

林
法
第
２
０
７
条
に
よ
る
罰
則
が
適

用
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

農
林
水
産
課
（
新
湊
庁
舎
）

☎
82―

１
９
５
９

観覧船に乗ってヨット競技を見よう!
競技が行われる26 日～ 27 日には、観覧船（定員５人程
度）を２艇随時出します。この機会に競技をすぐそばで見
てみませんか。乗船の申込みは現地で受け付けます。

〔問合せ先〕
文化・スポーツ課
☎59－8093

「
射
水
市
暮
ら
し
の
便
利
帳
」

を
全
世
帯
へ
配
布
し
ま
す

　

市
で
は
、「
射
水
市
暮
ら
し
の
便

利
帳
」
を
、
民
間
事
業
者
と
共
同
発

行
し
ま
す
。
便
利
帳
で
は
、
市
役
所

の
窓
口
業
務
や
各
種
手
続
、
福
祉
制

度
の
紹
介
な
ど
市
民
生
活
に
身
近
な

行
政
情
報
、
地
域
情
報
や
広
告
等
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
８
月
上
旬
か
ら

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て

市
内
の
全
世
帯
へ
配
布
し
ま
す
。
新

し
く
射
水
市
に
転
入
す
る
世
帯
に
は
、

各
地
区
行
政
セ
ン
タ
ー
で
転
入
の
手

続
を
す
る
際
に
お
渡
し
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
民
協
働
課

　

☎
57―

１
６
２
２

富山県新湊マリーナ
（海竜マリンパーク）

競技　海　面

直径　約 800m

日　時　７月27日（日）午後３時
場　所　大門ショッピングセンター「パルル」東側駐車場
内　容　カラオケ大会、ものまねショー、芸能共演会
問合せ先　射水市商工会大門支所　☎52－3510

第30回大島商工まつり
日　時　7月26日（土）午後５時
場　所　大阪屋ショップアプリオ店　駐車場
内　容　チンドンオーケストラ、芸能サークル、
　　　　大島盆踊り大会、駄菓子屋横丁など。
問合せ先　射水市商工会大島支所　☎52－1329

2008越中大門サマーフェスティバル



子
ど
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ベ
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ベ
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今回は

い
み
ず
の
人
　

な
か
ま

Vol .32

射
水
の
偉
人

第
四
回

＜企業広告募集＞　問合せ先　市民協働課（小杉庁舎）☎57－1622 広告代理店　協和総商㈱　☎21－0319

企業広告 企業広告

自
治
振
興
会
が
市
か
ら
委
託
を
受

け
行
っ
て
い
ま
す
。
公
園
の
管
理

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
１
４
０
人
を
越

え
、今
も
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
海
水
浴
場
は
夏
季
に
だ
け
注
目

を
浴
び
ま
す
が
、
公
園
の
ト
イ
レ

清
掃
な
ど
は
年
間
を
通
じ
て
行
っ

て
い
ま
す
。
海
老
江
の
人
は
み
ん

な
海
が
好
き
な
ん
で
す
よ
。
だ
か

ら
み
ん
な
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登

録
し
、
掃
除
を
し
て
い
る
。
私
も

海
か
ら
恩
恵
を
受
け
て
き
て
い
ま

す
し
、
海
が
大
好
き
で
す
。
大
好

き
な
海
に
恩
返
し
を
し
て
い
る
ん

で
す
。」
と
笑
顔
で
語
り
ま
す
。

　

海
水
浴
場
の
管
理
委
託
や
海
岸

清
掃
な
ど
先
進
的
に
市
民
協
働
に

取
り
組
ん
で
い
る
海
老
江
地
区

で
は
、
今
年
4
月
に
海
老
江
地
区

地
域
振
興
会
が
設
立
さ
れ
、
波
さ

ん
は
そ
の
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。「
海
老
江
地
区
は
古
く
か
ら

各
団
体
が
活
発
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
歴
史
が
あ
る
の

で
、
尊
重
し
な
が
ら
海
老
江
地
区

を
ま
と
め
て
い
き
た
い
。」
今
後

に
つ
い
て
は
、「
歴
史
あ
る
活
動

に
若
い
人
の
考
え
を
取
り
い
れ
、

次
世
代
へ
伝
え
て
い
く
。
こ
れ
が

重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
海
老

江
は
春
・
秋
祭
り
で
青
年
団
が
活

発
に
活
動
し
て
い
る
の
で
、
期
待

し
て
い
ま
す
。」
と
抱
負
を
力
強

く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
「
い
み
ず
の
人
な
か

ま
」
は
、
海
老
江
地
区
自
治
振
興

会
会
長
の
波
昌
幸
さ
ん
を
紹
介
し

ま
す
。

　

波
さ
ん
は
自
治
振
興
会
の
総

務
・
理
事
な
ど
を
経
て
4
年
前
に

会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
海
老

江
地
区
自
治
振
興
会
は
今
年
５
月

に
全
国
海
岸
協
会
か
ら
海
岸
功
労

者
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
「
海
岸
に
接
し
て
い
る
自
治
会

で
の
清
掃
活
動
は
よ
く
あ
り
ま
す

が
、
地
域
住
民
、
地
元
の
学
校
、

地
元
の
企
業
の
3
者
が
協
力
し
30

年
以
上
に
わ
た
っ
て
清
掃
活
動
に

取
り
組
む
事
例
が
全
国
的
に
も
珍

し
か
っ
た
の
で
、
表
彰
を
受
け
た

も
の
と
思
い
ま
す
。
地
域
活
動
の

後
継
者
を
育
て
て
い
く
意
味
で
東

明
小
学
校
児
童
・
射
北
中
学
校
生

徒
に
も
清
掃
活
動
に
参
加
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
表
彰

を
励
み
に
今
後
も
続
け
て
い
き
た

い
で
す
ね
。」
と
活
動
を
振
り
返

り
ま
す
。

　

一
昨
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
海
老

江
海
浜
公
園
は
市
内
唯
一
の
海
水

浴
場
を
持
つ
公
園
で
、
管
理
は

次
世
代
へ
続
い
て
い
く
海
老
江
に

波な
み　
　

昌ま
さ　

幸ゆ
き　

さん

　

塚
原
小
学
校
で
は
、
平
成
十
八

年
度
、
創
校
百
三
十
周
年
記
念
式

典
を
行
っ
た
際
、
各
分
野
で
活
躍

中
の
卒
業
生
を
迎
え
、記
念
講
演
・

演
奏
会
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
を

契
機
に
、
昨
年
度
か
ら
、
総
合
的

な
学
習
の
時
間
に
お
い
て
、『
先

輩
か
ら
学
ぶ
』
の
学
習
を
始
め
ま

し
た
。
こ
の
学
習
は
、
様
々
な
分

野
で
活
躍
中
の
卒
業
生
の
方
か
ら

話
を
聞
い
た
り
一
緒
に
活
動
体
験

し
た
り
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
そ

の
生
き
方
に
触
れ
、
自
分
の
生
き

方
を
見
つ
め
る
こ
と
を
ね
ら
い
と

し
て
い
ま
す
。

　

第
一
回
目
は
、
書
家
「
浜
谷

芳
仙
先
生
」
を
お
招
き
し
ま
し

た
。
先
生
か
ら
書
道
を
始
め
ら
れ

た
き
っ
か
け
や
自
身
の
小
学
生
時

代
、
母
校
へ
の
思
い
な
ど
に
つ
い

て
話
を
伺
っ
た
後
、
先
生
と
と
も

に
全
員
で
『
山
』
を
浄
書
し
、
塚

原
連
峰
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
先

生
の
生
き
方
や
考
え
方
に
触
れ
、

子
供
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
多
く
の

こ
と
を
感
じ
取
り
ま
し
た
。

・
一
つ
の
字
を
書
く
の
に
一
ヶ
月

と
い
う
長
い
時
間
を
か
け
て
お
ら

れ
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

・
私
も
こ
れ
か
ら
楽
し
ん
で
習
字

を
書
き
、
生
き
生
き
と
し
た
字
に

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、大
江
苑
施
設
長「
松

浦
佳
純
氏
」
を
お
迎
え
す
る
予
定

で
す
。
大
人
の
生
き
方
に
触
れ
、

先
輩
へ
の
憧
れ
や
母
校
へ
の
誇
り

を
も
っ
て
、
自
分
の
生
き
方
を
見

い
出
し
て
い
く
こ
と
を
願
い
実
施

し
ま
す
。

母校に誇りを『先輩から学ぶ』
総合的な学習の時間（3年生～6年生）

正し
ょ
う　

力り
き　

松ま
つ

太た

郎ろ
う

明
治
18
年
４
月
11
日
～

昭
和
44
年
10
月
９
日

　

正
力
松
太
郎
は
、
射
水
郡
枇び

杷わ

首く
び

村
（
現
射
水
市
枇
杷
首
）
に
生
ま
れ

た
政
治
家
・
実
業
家
で
す
。

　

明
治
44
年
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業

後
、
官
界
（
警
視
庁
）
に
入
り
、
大

正
12
年
に
は
警
務
部
長
に
昇
任
し
ま

す
が
、同
年
12
月
の
「
虎
の
門
事
件
」

（
※
）
で
、
警
備
の
責
任
者
で
あ
っ

た
松
太
郎
は
、
事
件
の
責
任
を
取
り

38
歳
の
若
さ
で
官
界
を
去
り
ま
す
。

　

翌
大
正
13
年
、
前
内
務
大
臣
後

藤
新
平
ら
の
支
援
も
あ
っ
て
、
経
営

危
機
に
陥
っ
て
い
た
読
売
新
聞
の
社

長
に
就
任
、
優
れ
た
経
営
手
腕
を
発

揮
し
て
、
世
界
有
数
の
大
新
聞
の
基

礎
を
築
き
ま
す
。
昭
和
９
年
、
日
本

最
初
の
プ
ロ
野
球
球
団
を
創
設
、
ア

メ
リ
カ
大
リ
ー
グ
と
の
日
米
野
球
試

合
を
行
う
な
ど
プ
ロ
野
球
の
普
及
振

興
に
尽
く
し
、
後
に
「
日
本
プ
ロ
野

球
の
父
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
昭
和

28
年
に
は
日
本
最
初
の
民
放
テ
レ
ビ

局
を
創
設
、
赤
字
経
営
が
危
ぶ
ま
れ

る
中
、
松
太
郎
は
街
頭
テ
レ
ビ
で
プ

※
虎
の
門
事
件　

大
正
12
年
12
月
、
摂
政
と
し
て
第
48
回
通
常
国
会
の
開
院
式
に
出
席
す

る
た
め
自
動
車
で
貴
族
院
へ
向
か
っ
て
い
た
皇
太
子
（
後
の
昭
和
天
皇
）
が
、
虎
の
門

外
に
お
い
て
群
衆
の
中
に
い
た
青
年
か
ら
狙
撃
さ
れ
た
事
件
。

※
関
連
施
設
…
正
力
・
小
林
記
念
館　

正
力
松
太
郎
と
小
林
與
三
次
の
功
績
を
後
世
に
伝

え
る
た
め
、平
成
14
年
開
館
。
入
場
無
料
。
敷
地
内
に
松
太
郎
の
銅
像
が
建
つ
。（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
大
門
循
環
線　

大
門
総
合
会
館
前
下
車
）

（
『
大
門
町
史　

続
巻
』（
大
門
町
）、『
富
山
大
百
科
事
典
』（
北
日
本
新
聞
社
）
か
ら
引
用
）

射
水
市
名
誉
市
民

射水市立塚原小学校

海老江海浜公園海水浴場は、今年は7月19日にオープン

　趣味はナンクロ（ナンバークロスワー
ドパズル）、お酒を飲んで 1 日を疲れを
とるのが毎日の楽しみとのこと。

ロ
レ
ス
中
継
を
放
送
、
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
広
告
料
で
テ
レ
ビ
事
業
を
運
営
す

る
と
い
う
斬
新
な
経
営
モ
デ
ル
を
考

案
、
見
事
に
民
放
テ
レ
ビ
事
業
を
軌

道
に
乗
せ
ま
し
た
。

　

国
政
に
お
い
て
は
、
昭
和
19
年
貴

族
院
議
員
に
勅
選
、
昭
和
30
年
衆
議

院
議
員
に
初
当
選
し
、
昭
和
31
年
に

は
科
学
技
術
庁
の
初
代
長
官
に
就
任

す
る
な
ど
、
多
く
の
功
績
を
残
し
ま

し
た
。
郷
土
に
対
し
て
は
、
越
中
大

門
駅
の
設
置
や
企
業
の
誘
致
を
は
じ

め
、
昭
和
37
年
に
永
久
橋
と
し
て
実

現
し
た
大
門
大
橋
の
架
橋
に
も
尽
力

し
ま
し
た
。

　
「
利
行
は
一
法
な
り
。
あ
ま
ね
く

自
他
を
利
す
る
な
り
。」（
自
分
の
こ

と
の
み
な
ら
ず
他
の
人
の
た
め
に
尽

く
す
こ
と
が
、
い
つ
か
自
分
に
も
他

人
に
も
、
そ
し
て
全
て
に
幸
福
を
も

た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
曹
洞
宗
の
開

祖 

道
元
の
言
葉
）
松
太
郎
の
座
右

の
銘
の
ひ
と
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

※
自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。
こ
の　

　

コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　

市
民
協
働
課　

☎
57―

１
６
２
２



子
ど
も

環
　

境

国
際
交
流
員

相
　

談

市
民
病
院

保
健
だ
よ
り

男
女
共
同
参
画

統
合
庁
舎

募
　

集

イ
ベ
ン
ト

案
　

内

子
ど
も

環
　

境

国
際
交
流
員

相
　

談

市
民
病
院

保
健
だ
よ
り

男
女
共
同
参
画

統
合
庁
舎

募
　

集

イ
ベ
ン
ト

案
　

内

ま
ち
の
わ
だ
い

射
水
ブ
ラ
ン
ド

ま
ち
の
わ
だ
い

射
水
ブ
ラ
ン
ド

23 2008.7 222008.7

詳細な情報については
問合せ先で

確認してください

情 報
ひろば
情 報
ひろば
情 報
ひろば

消防本部からのお知らせ消防本部からのお知らせ

品
整
理
作
業
等

募
集
人
員　

１
人

申
込
締
切　

７
月
14
日
㈪
必
着
で

履
歴
書
を
郵
送

申
込
・
問
合
せ
先　

〒
９
３
９―

０
４
０
１ 

射
水
市
水
戸
田
17
甲

匠
の
里　

☎
54―

１
２
０
１

乕
夏
休
み
「
水
の
研
究
室
」

　

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
見
学
や
実
験

を
通
し
て
、
下
水
道
の
仕
組
み
を

理
解
し
ま
す
。

対
象　

小
学
生
と
保
護
者
20
組
程
度

第
１
回

日
時　

８
月
１
日
㈮　

午
前
10
時

30
分
～
午
後
３
時
30
分

場
所　

二
上
浄
化
セ
ン
タ
ー　

高

岡
市
二
上

第
２
回

日
時　

８
月
８
日
㈮　

午
前
10
時

30
分
～
午
後
３
時
30
分

場
所　

神
通
川
左
岸
浄
化
セ
ン

タ
ー　

射
水
市
海
竜
町

参
加
費　

無
料

申
込
・
問
合
せ
先　

㈶
富
山
県
下

水
道
公
社　

施
設
管
理
課

　

☎
86―

８
２
３
０

乕
万
葉
線
ア
イ
ト
ラ
ム
で

行
く
内
川
遊
覧
＆
海
王
丸

パ
ー
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時　

７
月
19
日
㈯　

雨
天
決
行

※
た
だ
し
、
高
波
等
で
船
が
出
航

で
き
な
い
場
合
は
ツ
ア
ー
を
中
止

し
ま
す
。
中
止
の
場
合
は
、
参
加

者
に
電
話
連
絡
し
ま
す
。

コ
ー
ス　

海
王
丸
パ
ー
ク
～
奈
呉

の
浦
～
海
王
丸
パ
ー
ク
（
約
50

分
）
※
当
日
は
、
海
王
丸
パ
ー

ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

参
加
費　

中
学
生
以
上
１
、０
０
０
円
、

３
歳
以
上　

５
０
０
円

集
合
場
所　

市
役
所
新
湊
庁
舎
前

集
合
時
間　

午
前
９
時
15
分

申
込
方
法　

電
話
受
付

受
付
期
間　

７
月
８
日
㈫
～
７
月

11
日
㈮

定
員　

20
人　
※
定
員
に
な
り
次
第
終
了

申
込
・
問
合
せ
先　

万
葉
線
対
策

協
議
会
事
務
局
（
生
活
安
全
課

内
）
☎
52
│
７
９
６
６

乕
き
と
き
と
！
射
水
ふ
れ
あ

い
事
業
「
し
ん
み
な
と
魚

の
学
校
」
～
地
域
の
ひ
と

か
ら
学
ぼ
う
～

　

射
水
地
区
少
年
補
導
員
連
絡
協

議
会
で
は
、
少
年
の
健
全
育
成
活

動
の
一
環
と
し
て
、「
魚
の
学
校
」

第
２
回
目
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

８
月
３
日
㈰　

午
後
１
時

～
４
時

場
所　

新
湊
公
民
館

対
象　

射
水
地
区
の
小
学
生

　

Ａ
Ｂ
各
40
人
（
１
～
３
年
は
保

護
者
同
伴
）

内
容

　

Ａ　

ち
ぎ
り
絵
で
魚
を
ア
ー
ト

し
よ
う
。

　

Ｂ　

海
辺
に
似
合
う
ベ
ン
チ
を

つ
く
ろ
う

参
加
費　

無
料

申
込
締
切　

７
月
15
日
（
定
員
に

な
り
次
第
締
切
）

申
込
・
問
合
せ
先　

新
湊
公
民
館

☎
82―

８
４
６
４
（
日
曜
・
月

曜
を
除
く
）

乕
平
成
20
年
度
富
山
商
船
高

専
公
開
講
座
受
講
者

　

富
山
商
船
高
等
専
門
学
校
で
は
、

小
・
中
学
生
が
学
べ
る
公
開
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

内
容　

船
、
エ
ン
ジ
ン
・
ロ
ボ
ッ

ト
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
文
化
・

国
際
な
ど
15
講
座

日
程　

７
月
24
日
㈭
～
８
月
26
日
㈫

（
詳
細
な
日
程
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
）

申
込
・
問
合
せ
先　

富
山
商
船
高

等
専
門
学
校　

☎
86
│
５
１
４
５

　

http://w
w

w.toyam
a-cm

t.ac.jp/

乕
親
子
マ
ネ
ー
講
座
参
加
者

　

親
子
で
、
身
近
な
お
金
や
経
済

に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

７
月
26
日
㈯　

午
後
１
時

30
分
～
午
後
３
時
30
分

内
容　

お
金
の
重
さ
体
験
、
お
か

ね
ク
イ
ズ
な
ど

場
所　

大
島
公
民
館
大
会
議
室

対
象
・
定
員　

小
学
校
４
〜
６
年

生
と
保
護
者　

20
組
40
人

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
て
「
親
子
マ
ネ
ー
講
座
受

講
希
望
」
と
記
入
の
う
え
、
郵

乕
市
職
員

蘢
消
防
士
（
初
級
）　　
　
　

６
人

受
験
資
格

　

昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
高
等
学
校
以
上
を
卒
業
し

た
人
ま
た
は
平
成
21
年
３
月
ま
で

に
卒
業
見
込
み
の
人
で
、
採
用
後
、

射
水
市
内
に
居
住
す
る
人

採
用
予
定　

平
成
21
年
４
月

申
込
締
切　

７
月
31
日
㈭

第
１
次
試
験

　

９
月
21
日
㈰
・
23
日
㈷

　

県
立
富
山
工
業
高
等
学
校
お
よ

び
射
水
市
消
防
本
部

試
験
科
目　

教
養
、
作
文
、
体
力

試
験
お
よ
び
適
性
検
査

第
２
次
試
験　

面
接

　

日
時
・
場
所
は
未
定

問
合
せ
先　

人
事
課
（
小
杉
庁
舎
）

  

☎
57
│
１
６
２
９

　

申
込
用
紙
の
請
求
は
人
事
課
も

し
く
は
郵
便
請
求
（
要
Ａ
４
版

大
の
返
信
用
封
筒
）
ま
た
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

乕
市
民
病
院
職
員

蘢
職
員

　

看
護
師　

若
干
名

募
集
期
限　

７
月
18
日
㈮

試
験
日　

７
月
25
日
㈮

蘢
臨
時
職
員

　

看
護
師　

若
干
名

蘢
パ
ー
ト
職
員

　

薬
剤
師　
　
　

１
人

　

理
学
療
法
士　

１
人

問
合
せ
先　

市
民
病
院
総
務
課

　

☎
82―

８
１
０
０

乕
保
健
セ
ン
タ
ー

　

パ
ー
ト
職
員

募
集
項
目
お
よ
び
人
数

　

栄
養
士　

1
人

勤
務
内
容　

乳
幼
児
健
診
等
の
栄

養
相
談
業
務

募
集
期
限　

７
月
18
日
㈮

問
合
せ
先　

健
康
推
進
課
（
新
湊

庁
舎
）　

☎
82―

１
９
５
４

乕
保
育
園
臨
時
保
育
士
・

　

パ
ー
ト
保
育
士

蘢
臨
時
保
育
士

資
格　

保
育
士
資
格
を
有
す
る
者

募
集
人
数　

若
干
名

勤
務
時
間　

午
前
７
時
～
午
後
7

時
（
早
朝
延
長
勤
務
含
む
８
時

間
交
替
勤
務
）

給
料　

月
給
１
４
９
、８
０
０
円
・

　
　
　
　
　

１
５
５
、７
０
０
円

蘢
パ
ー
ト
保
育
士

資
格　

保
育
士
資
格
を
有
す
る
者

募
集
人
数　

１
人

勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午

後
5
時
15
分
の
間
の
７
時
間
以
上

時
給　

８
０
０
円

問
合
せ
先　

子
ど
も
課
（
新
湊
庁

舎
）
☎
82―

１
９
５
３

乕
自
衛
官

申
込
・
問
合
せ
先

　

自
衛
隊
高
岡
地
域
事
務
所

　

☎
21―

２
４
１
１

乕
陶
房
「
匠
の
里
」

　

夏
季
パ
ー
ト
職
員

期
間　

７
月
25
日
～
９
月
12
日

　

１
日
５
時
間
勤
務

内
容　

陶
器
作
品
の
仕
分
け
、
作

熱
中
症
を
防
ご
う

　

暑
い
日
が
続
き
、
夏
本
番
が
間
近
に
迫
っ
て
き
ま
し
た
。
高
温
環
境
で

運
動
を
続
け
る
と
熱
中
症
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

熱
中
症
と
は
、
体
温
を
維
持
す
る
た
め
の
生
理
的
反
応
に
よ
り
生
じ
た

失
調
状
態
か
ら
、
全
身
の
臓
器
機
能
不
全
に
い
た
る
ま
で
の
連
続
的
な
病

態
で
す
。

　

わ
が
国
で
は
こ
れ
ら
を

　

①
熱
痙
攣（
ね
つ
け
い
れ
ん
）

　

②
熱
疲
労

　

③
熱
射
病

　

と
分
類
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

●小杉ふれあいセンター　☎56－4080
今月の催事
　○７月４日（金）藤山一座
　○７月14日（月）ひまわり一座
　○７月21日（月）華の会
　○７月27日（日）かりんの会
　○７月30日（水）松前一座

●大門コミュニティーセントー
今月のギャラリー
　○納涼　うちわ絵展　レモン・ティ

募集種目 資　　格 受付期間 試験期日

航 空 学 生
高 卒（ 見 込
含）21歳 未
満の者  ８月１日～

９月10日

１次９月23日
２次10月18日～23日
３次11月15日～12月12日

一般曹候補生

18歳以上27
歳未満の者

１次９月20日
２次10月11日（男子）
　　10月13日（女子）

２等 陸・
海・空 士

男
子

年間を通じて募
集しています。

８月採用　７月26日
３・４月採用9月17・18日

女
子

８月１日～
９月10日 ９月28日

熱
中
症
の
予
防

蘢
環
境
の
チ
ェ
ッ
ク

　

発
症
に
関
し
て
は
個
人
差
が
大
き
い
が
、
気
温
が
高
い
ほ
ど
、
ま
た

湿
度
が
高
い
ほ
ど
起
き
や
す
い
の
で
、
こ
の
よ
う
な
環
境
下
で
の
ス

ポ
ー
ツ
行
事
な
ど
は
見
合
わ
せ
る
。

蘢
休
息
と
水
分
補
給

　

夏
季
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
、
練
習
は
日
中
を
避
け
、
早
朝
も
し
く
は
夕

方
に
、
休
息
を
と
り
水
分
補
給
を
し
な
が
ら
行
う
。
発
汗
に
よ
っ
て
電

解
質
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど
）
も
喪
失
す
る
の
で
、
発
汗
が
多
量
で
あ
れ

ば
市
販
の
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
や
０･

１
～
０･

２
％
食
塩
水
で
補
給
す

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
熱
痙
攣
を
予
防
で
き
る
。

蘢
生
活
指
導

　

発
熱
し
て
い
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
睡
眠
不
足
や
下
痢
を
し
て
い
る
な

ど
、
体
調
を
崩
し
て
い
る
者
に
は
、
激
し
い
運
動
を
見
合
わ
せ
る
よ
う

に
指
導
す
る
。

　

高
熱
環
境
に
お
け
る
運
動
競
技
に
参
加
す
る
予
定
の
人
に
対
し
て

は
、
暑
熱
馴
化
を
さ
せ
る
。
一
般
に
、
暑
さ
に
対
す
る
耐
性
は
徐
々
に

暑
さ
に
慣
ら
す
こ
と
に
よ
り
向
上
し
ま
す
。

蘢
服
装

　

服
装
は
軽
装
で
、
吸
湿
性
や
通
気
性
の
よ
い
素
材
と
し
、

直
射
日
光
は
帽
子
で
防
ぐ
よ
う
に
す
る
。

蘢
現
場
で
の
処
置

　

具
合
が
悪
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
早
め
に
運
動
を
中
止
し

て
、
涼
し
い
と
こ
ろ
で
休
ま
せ
る
。

　

意
識
の
確
認
を
行
い
、
一
過
性
の
意
識
障
害
（
失
神
）
の

場
合
に
対
し
て
は
、
足
を
上
げ
る
よ
う
に
し
て
横
に
寝
か
せ

る
。
意
識
が
回
復
し
な
い
状
態
は
一
般
に
重
篤
で
あ
る
た
め
、

救
急
車
を
要
請
し
、
必
要
な
ら
一
次
救
命
処
置
を
行
う
。
意

識
の
あ
る
場
合
は
、
電
解
質
の
入
っ
た
水
を
飲
ま
せ
る
。

蘢
冷
却

　

水
を
体
表
に
か
け
て
送
風
（
気
化
熱
に
よ
り
冷
却
）
す
る
。

た
だ
し
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
併
用
し
、
皮
膚
血
管
の
収
縮
を
防

止
す
る
。

問合せ先　射水消防署　☎56―0119
　　　　　新湊消防署　☎82―8333

第3回 射水市展　作品募集
　市内で美術創作活動を行う皆さんの公募展。日本画から
写真にいたる６部門の作品を一堂に展示、優秀作品を表彰
します。あなたもふるってご応募ください。

会　　期　　９月24日（水）～28日（日）
　　　　　　午前９時～午後７時
　　　　　　※最終日は午後５時まで
会　　場　　高周波文化ホール（新湊中央文化会館）
申込方法　　所定の申込用紙に必要事項を記入のうえ、郵

送またはFAXでお申込みください。応募条件
など詳細については、実施要項をご覧ください。
実施要項及び申込用紙は、文化・スポーツ
課、各行政センター、高周波文化ホール、ア
イザック小杉文化ホール、大門総合会館、各
公民館に置いてあるほか、文化・スポーツ課
ホームページからダウンロードできます。

申込締切　　９月５日（金）午後５時
（郵送の場合、締切日の消印有効）

申込・問合せ先　　教育委員会 文化・スポーツ課
　　　　　　　　　☎ 59－8093　FAX 59－8099

便
番
号
、
住
所
、
保
護
者
の
氏

名
、
お
子
さ
ん
の
氏
名
・
続

柄
・
学
年
、
電
話
番
号
を
記
入

し
、
富
山
県
金
融
広
報
委
員

会
（
〒
９
３
０
│
０
０
４
６ 

富

山
市
堤
町
通
り
１
│
２
│

26 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
６
│
４
９
４
│

１
１
５
８
）
へ
申
込
く
だ
さ
い
。

７
月
18
日
㈮
必
着
。（
定
員
に
な

り
次
第
終
了
）

問
合
せ
先　

富
山
県
金
融
広
報
委

員
会　

☎
０
７
６
│
４
２
４
│

４
４
７
１

　

生
活
安
全
課
（
大
島
庁
舎
）

　

☎
52
│
７
９
６
６



子
ど
も

環
　

境

国
際
交
流
員

相
　

談

市
民
病
院

保
健
だ
よ
り

男
女
共
同
参
画

統
合
庁
舎

募
　

集

イ
ベ
ン
ト

案
　

内

子
ど
も

環
　

境

国
際
交
流
員

相
　

談

市
民
病
院

保
健
だ
よ
り

男
女
共
同
参
画

統
合
庁
舎

募
　

集

イ
ベ
ン
ト

案
　

内

ま
ち
の
わ
だ
い

射
水
ブ
ラ
ン
ド

ま
ち
の
わ
だ
い

射
水
ブ
ラ
ン
ド

25 2008.7 242008.7

　

国
税
局
・
税
務
署
で
は
、
Ｉ
Ｔ

化
・
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
進
め
て

お
り
、
本
年
か
ら
は
路
線
価
図
等

（
冊
子
）
を
備
え
付
け
ま
せ
ん
の

で
、
ご
理
解
を
お
願
い
ま
す
。

※
路
線
価
図
等
は
、
ご
自
宅
な
ど

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
閲
覧

で
き
ま
す
。

問
合
せ
先　

高
岡
税
務
署　

資
産

課
税
部
門　

☎
21―

２
５
０
１

（
自
動
音
声
案
内
）

乕
視
覚
障
害
者
２
級
以
上
の

方
へ
の
お
知
ら
せ

　

日
常
生
活
用
具
の
視
覚
障
害
者

用
活
字
文
書
読
上
げ
装
置
の
給
付

対
象
に
「
音
声
Ｉ
Ｃ
タ
グ
レ
コ
ー

ダ
ー
」
を
追
加
し
ま
す
。（
１
割
自

己
負
担
）

　
「
音
声
Ｉ
Ｃ
タ
グ
レ
コ
ー
ダ
ー
」

は
内
容
を
音
声
で
登
録
し
た
タ
グ

に
、
本
体
を
近
づ
け
て
読
み
取
り

ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
登
録
し
た
内

容
を
音
声
で
知
ら
せ
て
く
れ
る
装

置
で
す
。

　

な
お
、
耐
用
年
数
は
６
年
で
す
。

問
合
せ
先　

社
会
福
祉
課
（
新
湊

庁
舎
）　

☎
82―

１
９
５
１

乕
「
射
水
市
指
定
宅
地
取
得
支

援
制
度
」
指
定
宅
地
が
拡
大

　

市
が
指
定
す
る
住
宅
団
地
で
、

居
住
の
た
め
に
宅
地
を
購
入
し
、

一
年
以
内
に
住
宅
を
新
築
さ
れ
た

方
に
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

７
月
１
日
付
け
で
次
の
２
団
地
を

新
た
に
指
定
し
ま
し
た
。

あ
お
ば
台
第
一
工
区

　
（
射
水
市
大
門
本
江
地
内
）

ほ
た
る
野
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
第
三
工
区

　
（
射
水
市
広
上
地
内
）

問
合
せ
先　

都
市
計
画
課

　

☎
52―

７
３
９
０

乕
ご
存
知
で
す
か
？

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
福
祉
制
度

◇
児
童
扶
養
手
当
◇

　

離
婚
等
に
よ
り
父
と
生
計
を
と

も
に
し
て
い
な
い
世
帯
（
婚
姻
の

届
出
を
し
て
な
い
が
事
実
上
婚
姻

関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
と
き

を
除
く
）
ま
た
は
父
が
重
度
の
障

害
の
状
態
に
あ
る
世
帯
で
、
18
歳

（
18
歳
到
達
日
以
後
最
初
の
３
月

31
日
）
ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
母
ま
た
は
養
育
者
（
公
的
年

金
等
受
給
者
除
く
）
に
対
し
、
支

給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　

た
だ
し
、
本
人
ま
た
は
扶
養
義

務
者
の
所
得
に
よ
っ
て
手
当
の
一

部
ま
た
は
全
部
が
支
給
停
止
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
制
度
◇

　

18
歳
（
18
歳
到
達
日
以
後
最
初

の
３
月
31
日
）
ま
で
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
母
子
家
庭
の
母
と
児

童
、
父
子
家
庭
の
父
と
児
童
、
養

育
者
家
庭
の
養
育
者
と
児
童
を
対

象
に
保
険
診
療
の
医
療
費
に
か
か

る
自
己
負
担
分
を
助
成
す
る
制
度

で
す
。

　

た
だ
し
、
本
人
ま
た
は
扶
養
義

務
者
の
所
得
に
よ
っ
て
該
当
し
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
課
で
は
、
母
子
自
立
支

援
員
が
各
種
相
談
に
応
じ
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

子
ど
も
課
（
新
湊
庁

舎
）
☎
82―

１
９
５
３

乕
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
え

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

設
置
か
ら
８
年
経
過
（
計
量
法

で
定
め
ら
れ
て
い
る
有
効
期
間
）

す
る
前
に
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替

え
を
行
い
ま
す
。

　

取
替
作
業
は
、
委
託
業
者
に

よ
っ
て
無
料
で
行
い
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
へ
は
事
前
に
案
内

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

取
替
作
業
期
間　

10
月
末
日
ま
で

問
合
せ
先　

上
下
水
道
業
務
課

　
（
布
目
庁
舎
）
☎
84―

９
６
４
２

ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象　

来
年
度
、
小
・
中
学
校
に

就
学
予
定
の
お
子
さ
ん

高
岡
地
区

　

高
岡
総
合
庁
舎
（
高
岡
市
赤
祖

父
２
１
１
）

　

７
月
23
日
㈬
・
24
日
㈭

富
山
県
全
域

　

富
山
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

（
富
山
市
高
田
５
２
５
）

　

10
月
16
日
㈭
・
17
日
㈮

申
込
・
問
合
せ
先

　

最
寄
の
幼
稚
園
・
保
育
園
、
小
学
校

　

射
水
市
教
育
委
員
会（
☎
59―

８
０
９
０
）

　

西
部
教
育
事
務
所（
☎
26―

８
４
６
１
）

　

富
山
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
教

育
相
談
部
（
☎
０
７
６―

４
４
４

―

６
３
５
１
）

乕
富
山
県
立
大
学
「
ダ
・
ヴ
ィ

ン
チ
祭
２
０
０
８
」

日
時　

８
月
２
日
㈯　

午
前
10
時

～
午
後
３
時
30
分

場
所　

富
山
県
立
大
学

内
容

・
ア
ザ
ラ
シ
型
癒
し
ロ
ボ
ッ
ト

『
パ
ロ
』
と
遊
ぼ
う
！

・
電
気
自
動
車
に
乗
っ
て
み
よ
う
！

・
小
学
生
ク
イ
ズ
大
会　

な
ど

問
合
せ
先　

富
山
県
立
大
学
地
域

連
携
セ
ン
タ
ー
事
務
局

　

☎
56―

７
５
０
０

乕
開
館
20
周
年
記
念
事
業

　
「
志
の
輔
落
語
会
」

日
時　

平
成
20
年
９
月
４
日
㈭

　

午
後
６
時
30
分
（
30
分
前
開
場
）

入
場
料　

２
、５
０
０
円

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
〒
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
購

入
枚
数
（
１
枚
ま
た
は
２
枚
）

を
記
入
の
上
郵
送
。
７
月
31
日

㈭
消
印
有
効
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選
し

ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先　

〒
９
３
９―

０
２
３
２　

射
水
市
大
門
６

　

大
門
総
合
会
館

　

☎
52―

０
５
６
４

乕
万
葉
線
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
・
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー

ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

期
間　

７
月
19
日
㈯
～
９
月
１
日
㈪

参
加
方
法　

期
間
中
応
募
用
紙
に

次
の
①
～
③
の
ス
タ
ン
プ
を
１

個
ず
つ
集
め
て
く
だ
さ
い
。

①
万
葉
線
（
運
転
士
に
提
示
）

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
運
転
手

に
提
示
）（
射
水
市
：
き
と
き
と

バ
ス
、
高
岡
市
：
こ
み
ち
）

③
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
（
城
川
原

駅
、
岩
瀬
カ
ナ
ル
会
館
に
記
念

ス
タ
ン
プ
設
置
）

応
募
方
法　

収
集
後
、
郵
送
す

る
か
射
水
市
生
活
安
全
課
（
大

島
庁
舎
）
ま
た
は
各
地
区
行
政

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
万
葉
線
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
車
内
で
も
回
収
し
ま
す
。

　

抽
選
で
70
人
に
素
敵
な
賞
品
が

当
た
り
ま
す
。

　

応
募
用
紙
は
万
葉
線
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
車
内
、
射
水
市
生
活

乕
平
成
20
年
度
教
科
書
展
示
会

　

市
内
の
小
・
中
学
校
で
使
用
し

て
い
る
教
科
書
お
よ
び
平
成
21
年

度
か
ら
使
用
す
る
小
学
校
用
教
科

書
の
見
本
を
展
示
し
ま
す
。

期
間　

７
月
９
日
ま
で
㈬

　
（
土
・
日
曜
日
は
閉
館
し
ま
す
。）

時
間　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

場
所　

布
目
庁
舎
別
館
２
階

　

射
水
市
教
育
セ
ン
タ
ー
研
修
室

問
合
せ
先　

市
教
育
セ
ン
タ
ー

　
（
布
目
庁
舎
）
☎
84―

９
６
５
０

乕
巡
回
就
学
相
談

　

お
子
さ
ん
に
合
っ
た
教
育
の
場

を
知
り
た
い
方
、
お
子
さ
ん
の
行

動
や
態
度
な
ど
が
心
配
な
方
、
お

子
さ
ん
の
就
学
に
つ
い
て
担
当
者

が
一
緒
に
考
え
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ

安
全
課
（
大
島
庁
舎
）、
各
地
区
行

政
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
て
あ
り

ま
す
。

※
電
車
・
バ
ス
運
賃
は
各
自
で
負
担

問
合
せ
先　

万
葉
線
対
策
協
議

会
（
生
活
安
全
課
内
）
☎
52―

７
９
６
６

乕
カ
ギ
か
け
防
犯
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
啓
発
パ
ネ
ル
展

　

無
施
錠
に
よ
る
盗
難
被
害
が
増

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
カ
ギ
か
け

の
徹
底
お
よ
び
犯
罪
の
未
然
防
止

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
カ

ギ
か
け
防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
啓
発

パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

展
示
場
所
お
よ
び
展
示
期
間

　

ア
ル
・
プ
ラ
ザ
小
杉
店　

１
階

催
事
場
前

　

７
月
８
日
㈫
～
７
月
13
日
㈰

問
合
せ
先　

生
活
安
全
課
（
大
島

庁
舎
）　

☎
52―

７
９
６
６

乕
第
６
回
射
水
市
写
真
作
家
展

　

市
内
写
真
愛
好
者
の
作
品
を
展
示
。

日
時　

７
月
17
日
㈭
～
21
日
㈪

場
所　

ア
イ
ザ
ッ
ク
小
杉
文
化
ホ 

ー
ル

問
合
せ
先　

射
水
市
写
真
協
会

（
西
角
）
☎
55―

０
４
８
３

乕
さ
わ
や
か
サ
イ
ク
リ
ン
グ

日
時　

７
月
13
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
集
合

※
雨
天
中
止
次
週
延
期

目
的
地　

富
岩
運
河
環
水
公
園

参
加
料　

毎
回
５
０
０
円
（
ま
た

は
通
年
２
、０
０
０
円
）
保
険
料

な
ど

持
参
品　

昼
食
、
健
康
保
険
証
、

雨
具
、
手
袋
な
ど

問
合
せ
先　

新
湊
サ
イ
ク
リ
ン
グ

協
会　

☎
82―

２
２
５
９

乕
市
税
関
係
証
明
書
の
交
付

請
求
・
閲
覧
時
に
本
人
確
認

書
類
の
提
示
が
必
要
で
す

　

住
民
票
や
戸
籍
騰
抄
本
の
交
付

に
準
じ
て
本
人
確
認
を
行
っ
て
い

ま
す
。
他
人
に
よ
る
不
正
取
得
を

防
止
す
る
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

蘢
本
人
確
認
の
対
象
者

　

窓
口
に
こ
ら
れ
た
本
人
お
よ
び

代
理
人
の
方

蘢
本
人
確
認
の
書
類

　

運
転
免
許
証
、
写
真
付
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
顔
写
真
付
の

本
人
確
認
書
類
の
提
示
に
よ
り
確

認
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
代
理
人
の
方
は
、
代
理

人
選
任
届
な
ど
の
書
面
に
よ
り
代

理
権
限
の
確
認
も
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先　

課
税
課
（
大
島
庁
舎
）

☎
52―

７
９
６
０

乕
平
成
20
年
分
の
路
線
価
図

等
の
閲
覧
に
つ
い
て

　

相
続
税
・
贈
与
税
の
土
地
な
ど

の
評
価
に
用
い
る
平
成
20
年
分
の

路
線
価
図
等
の
閲
覧
（
パ
ソ
コ
ン
）

は
、
７
月
１
日
㈫
か
ら
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

ウルドゥ語交流支援員がサポートします！！

ウルドゥ語と日本語を話す交流支援員が、
パキスタン人住民の生活相談や、地域住民
とパキスタン人住民との交流を支援します。
７月の相談日は以下のとおりです。
ぜひご利用ください。
日時
　７月11日（金）、25日（金）
時間
　14：00〜17：00
場所　射水市役所小杉庁舎2階201会議室
問合せ　財団法人とやま国際センター
　　　　☎076−444−2500

乕
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
愛
好
者

の
皆
さ
ん
へ

　

～
大
切
な
命
を
守
る

　
　

自
分
で
守
る
３
つ
の
基
本
～

１　

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
常
時

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

２　

携
帯
電
話
な
ど
連
絡
手
段
を

確
保
し
ま
し
ょ
う
。

３　

海
で
も
し
も
の
場
合
は
、

「
１
１
８
番
」
へ
通
報
し
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
密
輸
、
密
航
の
ほ
か
不

審
な
船
な
ど
を
発
見
し
た
場
合
も

１
１
８
番
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

伏
木
海
上
保
安
部

　

☎
45―

０
１
１
８

乕
文
化
施
設
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
が
ス
タ
ー
ト
！ 

　

文
化
活
動
の
拠
点
と
し
て
市
民

に
親
し
ま
れ
、
利
用
さ
れ
て
い
る

射
水
市
新
湊
中
央
文
化
会
館
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
（
施
設
命
名

権
：
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
の
社
名
や

ブ
ラ
ン
ド
名
を
付
与
す
る
権
利
）

が
７
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。

愛
称
施
設
名

　
「
高
周
波
文
化
ホ
ー
ル
」

施
設
命
名
企
業　

日
本
高
周
波
鋼

業
株
式
会
社

期
間　

２
年
９
か
月
間

問
合
せ
先　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課

（
下
庁
舎
）　

☎
59―

８
０
９
３

小杉展示館からのお知らせ
射水市所蔵美術作品展－その９－

　下地区公共施設の美術作品から10点程度を展示します。
　会　期　～８月６日（水）

（いずれも）
時　　間　午前10時～午後６時
　　　　　（入館は午後５時30分まで）
場　　所　小杉展示館　戸破4286－１
休　館　日　月曜日（祝日のときはその翌日）
入　館　料　無料
問合せ先　射水市小杉展示館　☎55－3338

呉　斉旺　水墨画展
　射水市戸破出身の水墨画家 呉

ご

 斉
せい

旺
おう

氏の作品約20点を展示します。
　会　期　８月12日（火）～９月18日（木）

今月の納税
7月31日（木）

固 定 資 産 税　第２期
国民健康保険税　第１期

納税は口座振替が便利です！
納税課（☎52−7962）または

最寄の金融機関にお問合せください。

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
５
月
11
日
〜
６
月
10
日
受
付
分
）

（
敬
称
略
）

小
杉
流
団
協
議
会

１
、０
０
０
、０
０
０
円

〜お互いにあいさつを交し合うことから…、
“地域の力”で子どもたちを育んでいきませんか。〜
主唱　富山県教育委員会・青少年育成富山県民会議ほか
問合せ先　青少年育成射水市民会議【教育総務課】☎59－8090

7・8月は、
『夏の青少年の非行問題に取り組む運動』月間
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入札による契約（平成20年5月契約分）
工事（委託）名 施工場所等 請負金額 請負業者

工事

南太閤山八丁目地内鉛製給水管更新工事 南太閤山八丁目 11,930,100 円 ㈱赤井管機
海老江地内鉛製給水管更新（その１）工事 海老江 19,267,500 円 関原配管
太閤町地内鉛製給水管更新工事 太閤町 12,022,500 円 丸芳工業㈱
八幡町一丁目地内鉛製給水管更新工事 八幡町一丁目 13,303,500 円 ㈱北野テック
大門きらら保育園増築（建築主体）工事 中村 45,570,000 円 永森建設工業㈱
本江地内鉛製給水管更新工事 本江 14,574,000 円 ㈱織田
西高木地内配水管布設工事 西高木 16,275,000 円 ㈲野手配管
中太閤山七・八丁目地内配水管布設替及び鉛製給水管更新（その１）工事 14,595,000 円 ㈱伸和設備工業
中太閤山七・八丁目地内配水管布設替及び鉛製給水管更新（その２）工事 18,060,000 円 ㈱三浦工業
善光寺地内外鉛製給水管更新工事 善光寺外 10,489,500 円 アロ交易㈱
大島公共下水道事業汚水管布設（第３工区）工事 中野 17,850,000 円 ㈱中野土建
中太閤山十六丁目地内鉛製給水管更新工事 中太閤山十六丁目 11,565,750 円 ㈱赤井管機

委託
射水市立小杉小学校耐震補強及び大規模改造工事実施設計業務委託 西楠町 23,520,000 円 ㈱三四五建築研究所
射水市立片口小学校屋内運動場改築工事実施設計業務委託 片口高場 12,285,000 円 ㈱中川建築設計事務所

射水市の工事等発注状況
（請負金額が1千万円以上のもの）

工事（委託）名 施工場所等 請負金額 請負業者

委託

射水市斎場火葬業務委託 寺塚原 17,224,200 円 ㈱五輪
射水市民病院医事業務委託 朴木 78,296,400 円 ㈱ニチイ学館
大門総合会館施設設備等管理業務委託 田町 15,432,000 円 ㈱アイビックス　富山支店
射水市クリーンピア射水長期包括運営業務委託 西高木 3,800,000,000 円 神鋼環境メンテナンス㈱
学校給食調理等業務委託 作道 46,095,000 円 日本海給食㈱
学校給食搬送業務委託 作道 17,304,000 円 日本通運㈱
射水市コミュニティバス運行業務委託 全域 53,416,625 円 海王交通㈱
射水市コミュニティバス運行業務委託 全域 43,500,009 円 加越能鉄道㈱
射水市コミュニティバス運行業務委託 全域 95,000,000 円 富山地方鉄道㈱
サロン運営事業委託 ふれあいサロン 10,901,000 円 射水市社会福祉協議会
足洗老人福祉センター運営業務委託 足洗老人福祉センター 13,252,000 円 射水市社会福祉協議会

随意契約（平成20年4月契約分）

問合せ先　管財課（小杉庁舎）☎57－1631

年金だより
国民年金保険料免除制度をご存知ですか。
　経済的な理由等で国民年金の保険料を納めることが困難な場合には、申請により保険料の納付が免除される「保険料免除制度」があります。

■問合せ先　市民・保険課（大島庁舎）☎52－7965　　高岡社会保険事務所　☎21－0057

全額免除・一部納付（一部免除）制度

　本人・配偶者・世帯主の前年の所得（1月～6月の申請については、前々年の所得）が一定額以下の場合、申請をして承認されると、
保険料の納付が免除されます。承認された場合に納付する額と年金額の関係は次のとおりです。承認期間は7月から翌年6月までです。
　平成20年度の国民年金保険料額は、月額14,410円です。
・全 額 免 除（　　　 0円）→全額納付したときに比べ、年金額が1/3として計算されます。
・4分の1納付（　3,600円）→全額納付したときに比べ、年金額が1/2として計算されます。
・半 額 納 付（　7,210円）→全額納付したときに比べ、年金額が2/3として計算されます。
・4分の3納付（10,810円）→全額納付したときに比べ、年金額が5/6として計算されます。

☆全額免除・一部納付となる所得基準☆　
前年所得が次の計算式で計算した金額の範囲内であること
・全 額 免 除　→　（扶養親族等の数＋1）×35万円＋22万円
・4分の1納付　→　78万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等
・半 額 納 付　→　118万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等
・4分の3納付　→　158万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等

◎　一部納付制度は、納付すべき一部の保険料を納付されない場合、その期間の一
部免除が無効（未納と同じ）となるため、将来の老齢基礎年金の額に反映されず、
また、障害や死亡といった不慮の事態が生じた場合に、年金を受け取ることがで
きなくなる場合がありますのでご注意ください。
◎　保険料の免除制度には、失業（退職）による特例があります。
◎　学生及び任意加入被保険者の方は、対象外です。学生の方で国民年金保険料を
納付することが困難な場合は、「学生納付特例制度」をご利用ください。
◎　30歳未満の方には、「若年者納付猶予制度」があります。
◎　障害基礎年金を受けている人や生活保護法に基づく生活扶助を受けている人は、
市町村役場国民年金係への届出により保険料の納付が免除されます。（法定免除）

【手続きは】
　年金手帳（または基礎年金番号通知書）を持
参のうえ、お住まいの市町村役場の国民年金担
当窓口へ申請してください。失業（退職）した
ことにより申請を行う場合は、雇用保険受給者
証の写しや雇用保険被保険者離職票の写しが必
要となります。
　申請は原則として毎年度必要ですが、翌年度
以降も引き続き全額免除（失業等による特例で
承認された方は除かれます。）を希望される場
合は、申請時にあらかじめ明記願います。承認
になった場合は、改めて申請する必要はありま
せん。（所得の審査は毎年行います。）承認にな
らなかった場合には、翌年度改めて申請が必要
です。
　申告義務のある方で所得の申告をされていな
い場合は免除になりませんのでご注意ください。

保険料の追納について

　保険料の免除を受けた期間は、保険料を全額納付したときに比べ、
将来受け取る老齢基礎年金が少なくなります。このため、上記の免
除承認期間について10年以内であれば後で古い期間から順に保険
料を納めること（追納）ができます。
　追納する場合は、保険料免除の承認を受けた期間の翌年度から起
算して3年度目以降に保険料を追納すると、承認を受けた当時の保
険料額に経過期間に応じた加算額が上乗せされますので、早めの追
納をおすすめします。
　なお、平成20年度中に追納する場合の加算額を加えた追納額は、
右表のとおりです。追納をご希望される方は、追納の申込みが必要
となりますので、最寄りの社会保険事務所までお問い合せください。

免除の承認を受けた年度の保険料を平成20年4月から
平成21年3月までに追納する場合の額 【単位：円（月額）】

全額免除 半額免除
平成10年度の月分 16,590円 －
平成11年度の月分 15.950円 －
平成12年度の月分 15,320円 －
平成13年度の月分 14,740円 －
平成14年度の月分 14,180円 7,090円
平成15年度の月分 13,970円 6,980円
平成16年度の月分 13,770円 6,880円
平成17年度の月分 13,810円 6,910円
平成18年度の月分 13,860円 6,930円
平成19年度の月分 14,100円 7,050円

中太閤山七丁目、
中太閤山八丁目
中太閤山七丁目、
中太閤山八丁目

統合庁舎を
考える Vol.4

　これまでは、合併協議会の調整方針や現状の
課題、市民懇話会での協議等についてお知らせ
してきました。
　市では、市民懇話会の「統合庁舎は必要」と
いう報告を受け、様々な整備手法について検討
していますが、今回は、その検討に必要な仮定
条件について紹介します。

庁舎の整備手法

■ご意見送付先、問合せ先
　企画政策課
　☎57－1623　FAX 56－8072
　E-mail：kikaku@city.imizu.lg.jp

ホームページ版「統合庁舎を考える」も是非ご覧ください。
http://www7.city.imizu.toyama.jp/project/1201000/1351/1351_1.html

（市ホームページ 企画政策課内）

整備手法には、次のパターンが考えられます。
次回からは、それぞれについて解説します。

①新たな場所で、新庁舎を建設
②既存庁舎に増築し、本庁舎として利用
③耐震性能不足の4庁舎※1で大規模改造を実施
（耐震補強工事に併せ、各種設備の大規模リニューアルを実施）
④耐震性能不足の4庁舎を改築
（既存庁舎を解体し、建て替えを実施）
⑤用地を取得せず、いずれかの現庁舎敷地に新庁舎を建設

本庁方式へ移行｝

分庁方式の継続｝
本庁方式へ移行

庁舎の想定規模について
　統合庁舎については、新築や増築、用地取得の有無など、様々な整備手法について比較検討する必要が
あることから、射水市の本庁舎として必要な規模を想定し、同一条件のもとに、建設パターンごとの経費
等を比較します。
　なお、行財政改革の進ちょく等に伴い、規模の想定に使用した各数値（職員数等）の変動等が予想さ
れ、見直しが必要となると考えられますが、今回の比較に当たっては、次に示す想定規模を使用すること
とします。

庁舎の想定規模 参考：統合庁舎建設の検討結果報告書

（仮定条件の注意点）
　この想定規模は、先進地事例等を利用して作成した数値であり、具体的な施設内容や建設場所を想定し
たものではありません。

◇想定本庁職員数 　498人※２

◇職員一人当たり面積 　35.32㎡（先進地事例平均※３）
   　498人×35.32㎡=17,589㎡

延床面積
17,589㎡

◇来庁者用、議員用、公用車用、職員用
  参考：現庁舎（6庁舎分）の駐車場合計　832台

駐車場規模
730台

◇庁舎建築面積　 　5,000㎡
◇駐車場  　16,400㎡ 730台×22.5㎡（1台当たり必要面積）
◇その他 　 　5,400㎡ 車寄せ、歩行者通路等
　上記のほか、防災広場やバスターミナルなどの併設についても検討が必要です。

敷地面積
26,800㎡

※１　小杉庁舎、新湊庁舎、下庁舎、布目庁舎
※２　平成18年３月に策定された定員適正化計画をもとに、平成22年度の本庁職員数498人（嘱託職員含む。出先機関・施設を除く。）と

仮定しています。
※３　近年、庁舎には従来の執務スペースのほか、防災本部機能や市民活動スペースなどを備えた複合施設としての役割が求められて

おり、今回参考とした先進地事例の多くが、このような複合施設となっています。
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新湊博物館 TEL 83-0800

大島絵本館 http://www.iijnet.or.jp/ehonkan/ TEL 52-6780

太閤山ランド TEL 56-6116http://www.toyamap.or.jp/taikou-land

海王丸パーク TEL 82-5181

アイザック小杉文化ホール　ラポール http://www.hitwave.or.jp/rapport/ TEL 56-1515

高周波文化ホール（新湊中央文化会館） TEL 82-8400http://www5.ocn.ne.jp/~chubun/

陶房「匠の里」 TEL 54-1201

http://www.kaiwomaru.jp/

企画展　「くらしの道具展」
8月3日（日）まで
明治・大正・昭和時代のくらしで使われた道具を紹介しています。食の
コーナーでは、箱ご膳や「ちゃぶ台」を展示しています。箱ご膳は、ふ
た付きの箱に食器を入れるご膳です。食事時に食器を取り出し、ふた
を裏返して膳としました。明治時代後期になると、テーブルを模した
「ちゃぶ台」が登場し、食事は各自の膳から食卓を囲む姿へ変化してい
きました。

宮西達也　　絵本原画展　＆
7月30日（水）まで

太閤山ランドプールオープン

夏はやっぱり太閤山ランドの
プール。トンネルのある流水プー
ルに造波プール、アクアツイスト
やウォーターボブスレー等いろ
いろ楽しめるよ。小さいお子様
には水のおもちゃ箱プールが大
人気。オープン初日の７月19日
（土）は10時より無料開放！！ 

「海の日記念」海王丸パークフェスティバル
内容（予定）小型船による海王丸１周クルーズ（19、20日）、巡視艇の体験航海（20日）、フリーマー

ケット、フードコーナー、ミニ遊園地など。

池辺晋一郎　オーケストラを遊んでしまえ！
　　　　　　ビートルズ・オン・バロック

7月14日（月）

小杉丸山遺跡窯焼フェスティバルのお知らせ
国指定史跡小杉丸山遺跡に復元された伝統の穴窯で、味わい深い陶芸作品を焼いてみませんか。
参加費はこども（小・中学生）無料、一般3000円です。

７月の休館日＝１日、８日、15日、22日、29日

７月の休館日＝７日、14日、22日、28日、31日

７月の休園日＝１日、８日、15日　※プール営業期間中は無休

７・８月の休館日＝７月７日、14日、22日、28日、８月４日

７月の休館日＝１日、８日、15日、22日、29日

７月の休館日＝21日

７月の休館日＝１日、８日、15日、22日、23日、29日

池田あきこ絵本原画展　猫のダヤン・わちふぃーるどの世界

あなたを「わちふぃーるど」へご招待。猫のダヤンを原
画でお楽しみください。８/31（日）には池田あきこさん
が来館。ギャラリートーク・サイン会を開催します。

絵本の製本教室
25㎝角のハードカバー絵本が作れます！
日　時：7/30（水）、8/5（火）、8/7（木）、8/12（火）、

8/16（土）、8/19（火）、8/24（日）、8/28（木）
時　間：各10時～12時（都合の良い１日をお選びください）
参加費：１人1,500円（入館料含む）

リニューアル工事のお知らせ

●平成20年６月～平成21年１月まで
　大・小ホールの平日（日中）※土・日・祝日は使用できます
●平成20年９月～平成21年１月まで
　１階　展示室・練習室、
　２階　図書館（２月まで）、３階　公民館

リニューアル工事のため、下記期間の使用を休止いたします。ご
迷惑をおかけいたしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

金川睦美＆高津佳ジョイントコンサート
7月20日（日）
ソプラノ：金川睦美　うた・構成：高津　佳　ピアノ：小島裕子
演奏曲目：第一部　日本名曲集
　　　　　　　　　歌曲集『愛する歌』より
　　　　　第二部　会場の皆様とご一緒に
　　　　　　　　　あの歌、この歌　～時代を彩る名曲たち～

午後1時30分開場
午後2時開演

入場料：全席自由　2,000円（当日500円高）

午後6時30分開場
午後7時開演

矢野顕子リサイタル2008
8月21日（木）

外山啓介ピアノ・リサイタル
7月26日（土）午後6時30分開場午後7時開演好評発売中

申込方法
往復はがきに郵便番号、住所、氏名、電
話番号、希望コースを記入し下記まで申
込みください。さらに、子どもは学年、
学校名、①～③の都合のよいコース（Ａ
～Ｆ）を１つ選び記入してください。な
お、①～⑤すべて保護者同伴による参加
が基本です。

池田あきこ絵本原画展　猫のダヤン・わちふぃーるどの世界

『ダヤンふたたび赤ちゃんになる』
ほるぷ出版刊

食のコーナー

申込・問合せ先 「飛鳥工人の館」〒939－0321射水市流通センター青井谷１丁目26番地 

実施内容 コース 日時・時間 実施会場

① こども考古学体験教室
A ７/12（土）9：30～11：30 富山県埋蔵文化財センター

（富山市茶屋町206－3）B ７/13（日）9：30～11：30

②
陶芸作品
制作教室

（会場をＫか
Ｄで選択）

K 【一般】７/19（土）9：30～正午【こども】7/20（日）9：30～正午
小杉ふれあいセンター
（南太閤山17－1）

D 【一般】７/20（日）13：30～16：00【こども】７/21（月）13：30～16：00
陶房「匠の里」

（射水市水戸田17）

③ 射水市史跡
ガイダンス

E ８/７（木）10：30～正午 小杉丸山史跡（流通センタ－
青井谷１丁目26番地）F ８/８（金）10：30～正午

④ 丸山窯の
窯焚き開始

８/８（金）10：00～火起こしによる火
入れ式、その後８月10日まで焼成。

小杉丸山史跡公園内
（流通センター内）

⑤ 窯出し式 ８/24（日）10：00 同上

8月31日（日）
入場料：全席指定　1,500円（３歳以上有料）

②15：30開演
①12：30開演

入場料：全席自由
一般　         3,000円
高校生以下　2,000円（当日各500円高）

※４公演とも、メンバー会員及び選択されたクラブ会員は口数招待します。

しまじろう・みみりん・らむりん・とりっぴいが、射水市へ
やってきます。今回の公演は新作、しかも県内では射水市の
みでの公演です。こどもたちはもちろん、ご家族の方もお楽
しみいただける最高のエンターテインメントにぜひご参加く
ださい。

入場料：1・2階指定席　一般　5,000円　高校生以下　3,000円
　　　　　3階指定席　3,000円（当日各500円高） 
指揮・お話：池辺晋一郎（作曲家）ゲスト：檀ふみ（女優）管弦楽：オーケストラ・アンサンブル金沢

午後6時30分開場
午後7時開演

入場料：1・2階指定席　5,000円
　　　　　3階指定席　3,000円
　　　　　　　（当日各500円高） 

ギャラリーにて

絵本夢創造セミナー
「ティラノくんの絵本てほんとうにステキだね」

7月27日（日）
ティラノサウルスやウル
トラマンなど多くの人気シ
リーズ絵本がある宮西ワー
ルド。今回はその異なる作
風の原画が一堂に展示され
ます。

『おまえ
　うまそうだな』
ポプラ社刊

夜間公開日　８月３日（日）（18：00～21：00）

駐　車　場：普通車（10人以下）380円
　　　　　大型車（11人以上）640円
アクセス：コミュニティバス小杉駅・太閤山線
　　　　　太閤山ランド　下車（土・日・祝）　太閤山ランド前下車（平日）

☎56－4369

射水市観光協会主催

立川志の輔独演会
10月11日（土）午後6時30分開演
入場料：全席指定　2,500円

8月10日(日)発売開始！

第73回日本音楽コンクール第１位。2007年に
ＣＤデビューし、全国各地で行われたデビューリサイタルは完
売、新人としては異例のスケールでデビューを果たしました。
繊細で色彩感豊かな独特の音色を持つ若手ピアニスト外山啓
介の世界をご堪能ください。

7月6日(日)発売開始！

ポップスのフィールドに居ながらも、常にジャンルにとらわれない
自由･ユニークで質の高い活動を続けて高い評価を得ている矢野顕
子。彼女の独自の世界をラポールのステージでお楽しみください。

好評発売中

和製弦楽器の共演
9月20日（土）午後6時30分開場午後7時開演
入場料：全席自由　一般　3,000円
　　　　高校生以下　2,000円（当日各500円高）
出演／三線：古謝美佐子　胡弓：若林美智子　箏･三味線：黒川真理

好評発売中

～ピアノ
弾き語り～

午後1時30分～
出演　宮西達也（絵本作家）
料金　大人1500円　小中高生600円
人気シリーズの誕生秘話や絵本制作の裏話はもち
ろん、４児の父であるご自身の子育て経験につい
ても語っていただきます。終了後にはサイン会も開
催。人気作家に会えるこの機会をお見逃しなく！

ギャラリーにて8月1日（金）～9月28日（日）

7月19日（土）～8月31日（日）

個　　人 団体（25人以上）
一　　　般 １,２３０円 ９９０円
高　校　生 ８７０円 ６９０円
小・中学生 ３７０円 ３００円
幼　　　児 １２０円 １００円

《プール利用時間》午前９時～午後６時
《プール料金》

～７月の主なイベント～
◇カブト虫・クワガタ展（7/19～8/31）　◇フリーマーケット（7/20）　◇自転車に乗れない子の自転車教室（7/26）

帆船海王丸の公開時間を21時まで延長します（最終乗船の受付は30分前まで）
イルミネーションで着飾った海王丸をお楽しみください。

※障害者手帳をプール入口で提示された方は、入場無料です。

7月6日(日)発売開始！

7月19日（土）～21日（祝）

総帆展帆　７月21日（祝）、８月３日（日）



再生紙を使用
しています。

マグノリアの丘
から

広

報

＊市内在住の方にコラムを連載していただいています。

豊かな自然　あふれる笑顔　みんなで創る　きららか射水

2008

No.33
7

●編集・発行

　富山県射水市市民協働課
〒939－0393　富山県射水市戸破1511　薊0766－57－1622　蕭0766－56－1524
◆ホームページ　http://www.city.imizu.toyama.jp/　◆メール　info@city.imizu.lg.jp

射水市代表電話

☎0766-57-1300

出
席
し
た
東
京
新
湊
会

の
総
会
。
テ
ー
ブ
ル
に

新
湊
漁
協
が
特
産
品
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
シ

ロ
エ
ビ
の
か
き
揚
げ
と

と
も
に
、
草
餅も
ち

と
豆
餅

が
山
盛
り
に
並
ん
で
い

た
。
新
湊
か
ら
つ
き
立

て
の
を
持
参
し
た
ら
し

い
◆
東
京
在
住
の
人
た
ち
に
は
懐
か

し
い
故
郷
の
味
な
の
だ
ろ
う
。
お
酒

の
入
る
前
か
ら
二
つ
、
三
つ
と
ほ
お

ば
る
人
も
。「
子
ど
も
の
こ
ろ
よ
う

食
べ
た
が
い
ね
」。
あ
ち
こ
ち
か
ら

富
山
弁
も
聞
こ
え
て
き
た
◆
田
植
え

が
終
わ
り
、
稲
の
根
が
定
着
し
た
こ

ろ
、
県
内
に
は
〈
や
す
ん
ご
と
〉
と

称
し
て
一
日
骨
休
め
す
る
習
慣
が

あ
っ
た
。
そ
の
と
き
に
決
ま
っ
て
食

べ
る
の
が
、
草
餅
や
笹
の
葉
に
く
る

ん
だ
豆
餅
だ
。
み
ん
な
か
つ
て
の
光

景
を
浮
か
べ
な
が
ら
味
わ
っ
て
い
た

の
か
も
し
れ
な
い
◆
成
功
か
失
敗
か
。

勝
つ
か
負
け
る
か
。
窮
屈
な
時
代
に

な
っ
て
、
や
す
ん
ご
と
な
ど
と
悠
長

な
こ
と
を
言
っ
て
お
れ
な
く
な
っ
た
。

だ
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
な
お
の
こ
と

ゆ
と
り
と
か
実
用
的
で
な
い
と
い
っ

た
こ
と
は
尊
い
◆
「
心
を
空か
ら

に
し
て
、

鳥
が
鳴
い
た
ら
鳥
の
声
に
耳
を
す
ま

し
、
風
が
吹
い
た
ら
風
の
行
方
を
見

る
。
そ
う
い
う
お
金
で
買
え
な
い
大

き
な
世
界
が
こ
の
世
に
は
あ
る
」（
中

野
孝
次
著
「『
閑か
ん

』
の
あ
る
生
き
方
」

新
潮
文
庫
）。

●平成20年7月号（7月1日発行） 射水市の人口
平成20年5月末現在　※（　）内は前月比

94,861人 （－　19）人　口

45,888人 （－　12）男　性

48,973人 （－　　7）女　性

31,136世帯（＋　27）世帯数

みんなでつくる、ふれあう、燃える夏の熱い祭典

今回のテーマは

イミズムズムズ♪
射水市が「何か新し
いこと、楽しいこと」
を始めようとしてい
ます。

第44回

射水の夏

と　き 7月27日■日
ところ 射水市役所小杉庁舎周辺

東海北陸自動車道全線開通記念事業

午後2時～午後8時20分

みこしパレード
・自治会本みこし練り回し
・創作みこしパレードコンテスト

民謡の夕べ
納涼花火大会
アトラクション

と　き 8月2日■土
ところ かぐら通り周辺（中央町、立町）

午後4時～午後9時

のじた踊り（街流し、輪踊り）
集まれ～！ 射水ちびっ子オリンピック！
獅子絵田獅子方若連中獅子舞
よさこい競演会
市民参加ステージ
納涼出店

と　き 8月3日■日 午前10時～午後9時

帆船海王丸の総帆展帆
市民行灯カーニバル
手作り行灯神輿選手権
富山新港開港40周年記念

花火大会
大道芸パフォーマンス

ところ 海王丸パーク

第40回小杉まつり

夏 の 交 通 安 全 県 民 運 動 重　　点
１　子どもと高齢者の交通事故防止
　子どもと高齢者の交通安全意識の
高揚を促進するとともに、一般運転
者その他の交通参加者の子どもと高
齢者に対する保護意識の醸成を図る。

２　後部座席を含む
　　シートベルトの
　　正しい着用の徹底
　交通事故発生時に
おける被害の防止・
軽減を図る。

３　飲酒・暴走運転の
　　根絶
　運転者に対する基
本的な交通ルールの
遵守と交通マナーの
意識向上を図る。

期　　間
　７月21日（月）～７月30日（水）
スローガン
　さわやかに　夏を走ろう　北陸路


